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秋田城跡の発掘調査は、昭和47年から国・県をはじめ各方面の指導援助を仰ぎ、継続的に実施し

てからすでに 6年になる。 52年度における調査結果をまとめたものが本概報であるが、資料として

活用していただければまことに幸いである。

一方、これまでの調査成果を踏えて同城跡保存管理計画策定事業を実施し、管理団体が保護のた

め措置する行政上の指針を明確にすることができたことは、まことに喜ひ'にたえないところである。

しかし、今後に残されてし、る環境整備事業計画の立案にあたって必要な資料の積み重ねのため、

更に調査を継続し遺跡の性格・構造等の把揮に全力を注ぐ所存であり、今後とも関係各位の特段の

ご協力をお願いするものである。

なお、調査研究上欠くことのできない『秋田城関係古文献抄録』を、東北歴史資料館技師平川南

民泊、ら執筆賜わり深く感謝申しあげるしだし、である。その前半を本書に付録するにとどまったが、

追って全文を収録する計画であるためご了承願いたい。

昭和53年 3月

秋田市教育長佐藤博之
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I 調査の計画

昭和52年度の調査は、前年度までの調査成果を踏まえて、外郭線の追跡調査を主眼に、こ れまで

明確でなかった北外郭推定線上に二 ケ所、昨年度の第18次調査検出の遺構群の北側への広がりを確

認するためにー ケ所、計三 ケ所の調査地を設定し、実施した。

調査に際し、宮城県教育委員会の特段のご配慮と多賀城跡調査研究所の継続指導を得た。

調査費は、さいわし、前年度と同額の国庫補助の内示(総事業費1.100万円のうち、国庫補助額50%、

県費補助額25%、市負担額25%)を得、調査計画を別表 (表 1)のよ うに立案した。
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第21次調査地は、 昭和34年~37年の国営調査で、土塁跡、建物跡、竪穴住居跡などを検出してし、

る地区である。 跡はこれまでの調査から、築地である可能性が充分に考えられ、北外郭線遺構

を明確にすることを 目的に実施した。しかし建物跡、竪穴住居跡などの遺構を検出したものの、外

郭線を構成する遺構の検出はなかった。

第22次調査地は、国営調査で四天王寺跡と推定された建物跡の存在する北側の地区である。昨年

の第18次調査では、国営調査で第 1次講堂跡とした建物跡が時期の異なる数棟の建物跡の重複した

ものであることが判明した。これに引き続き、更に北側に、遺構の広がりを確認すべく、未調査地

を対象に調査を実施した。

第23次調査は、北外郭線を確認した幣切山西部調査 (第16次調査)に引き続き、その東部での外

郭線遺構を明確に把僅することを目的に実施した。

昭和52年度の発掘調査の実施状況は、つぎのとおりである (表 ll)。

表 日 調査 実 施状 況

調査次数 調 査 地 区 発掘面積ぱ (坪)

第 21 次 北外 郭線西部 (焼 山 ) 900 m2 (272坪)

第 22 次 鵜ノ木 中央 部 1.296 m2 (392月三)

第 23 次 北外郭線東部 (幣切山東側 ) 350 m2 (106坪)I 8 月 18 日~1O月 4 日

他に、空素沼神社改築による現状変更申請に対し、文化庁の指示 (昭和52年11月 1日付、委保第

4の1052号文書)があり、造成の際、立会いを行なったが、遺物、遺構の検出はなか った。

文、 11月に、史跡境界に隣接する後城地区に地元不動産業者が宅地造成計画を進めているため、

分布調査を実施し、竪穴住居跡、掘り方等の遺構の存在を確認した。遺物としては、陶磁器、須恵

器、土師器が出土した。

なお、各次調査の出土遺物は、その出土量 も多く、年聞を通じて、整理作業を行なった。

-3-



E 第 21次発掘調査

1) 調査経過

第21次発掘調査は秋田市寺内字焼山を対象として 4月11日から 6月22日まで実施した。発掘調査

面積は約900m2 (約272坪)である。

調査は、l)昨年度第四次調査で検出した西外郭築地が北端斜面部で・東側に曲る様相を示し、その

延長上に今次調査地が位置する。 2)今次調査地は昭和37年度第 4次国営調査で「北土塁」が検出さ

れている。以上のことから第21次発掘調査では第 1に秋田城北西部外郭線の検出を主目的に実施し

た。国営調査では「北土塁」の他に「推定櫓跡J 、 「竪穴住居跡」、 「土師器窯跡」等が検出され

ており、調査に際して国営調査地も含めて調査を実施した。調査の結果、北西部外郭線は検出できな

かったが、竪穴住居跡11軒、掘立柱建物跡 4棟、ピット群を検出した。

調査地域は秋田城の北西部に当り、標高約45m程の丘陵上であり、第四次調査地から約80m東に

位置する。現状は畑地及び山林である。

4月11日より調査を開始、 No.7マンホールから任意に設定した基本杭に測点を移動する。護国神

社グラウンド内にある測量原点より x=ー165.643m、Y=95.620mであり、 H=46.886mである。

器材の運般、現場の下刈作業、グリッド設定を13日まで行なった。

第 2図第21次調査周辺地形図 M
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14日より 12mX 9 mの大グリッ ド方式で調査地南側より北に順次表土除去作業を開始し、 5月 9

まで行な った。

から30-40cm掘 り下げた所で・地山砂層に至る。 4月20日、 22、26日、 5月 4日には地山砂を

精査したところ掘 り方を確認する。5月 9日にはQE-QG-57・58グリッドで国営調査のトレ ンチ

を確認する。精査したところ「北土塁J の痕跡は認められず、さ らに追求するために北側に 3X9

m グリッドを鉱張するが確認できなかったため、再度北側の一段低くなった地に延長して調査した

が検出できなか った。この間並行して12日より 16日までグリッドのベルト を除去する。

5月17日か ら調査区の全面精査を開始して遺構の確認に努める。 17日には国営調査で 3間X5聞

の推定櫓跡 とした掘り方を検出し、ま た SI003住居跡を検出する。さらに径約 2mの大きさ をも っ掘

り方を確認し追求した結果 2間X6聞の南北棟の建物跡であることが判明した (24日)。この建物

跡は北側で 2棟以上の建物跡との重複が確認された。18日にはS1305、306、307を検出する。 19日

はQB-QG-55-58グリッ ドの精査を行なL、S1310を確認する。

5月21日、新たに東側にグリッドを拡張するために作付作物を取りのぞき表土を除去する。S1OO3

の外側に確認してし、た落ち込みの全容が確認され、 S1303とする。またS1304を確認する。

27日にはS1OO3の平板実測を行ない、同時に一斉に住居跡の調査に入る。 S1306は床面直上より

「和同開称」が出土している。 S1303は非常に遺存の良好な住居跡でカマドには平瓦を使用して

いる。S1307はSB314と重複してお り、S1307がSB314を切 ってい ることを確認する。

30日にはS1303の東西ベルトの土層断面図及びカ マドの平面図を作成する。

31日は他の住居跡の土層断面図を作成、 S1303-S 1311の土層断面の写真撮影を終了する。 S1303

の十周断面ベルト を取りはずした後で‘再精査した所、床面に掘り方 3個を確認する。この掘り方は

先に述べた国営調査で・検出した 3間X5聞の建物跡と関連するもので、建物跡を再精査したところ、

2間X5聞の東西棟総柱の掘立柱建物跡であることが確認された。

6月3日にはSB314を精査中、新たに西面に廟をもっ 1間X2聞のSB314を切る建物跡SB315を検

出した。同時に平面実測のための造り方設定を 4日まで行な う。

6日には遺跡の全景写真を撮るために調査区全域を精査し、 7日に写真撮影を行な う。翌8日か

ら遺構平面図作成を開始し、10日に終了する。

11日には現地説明会を開催、参加者は約30名であった。 この間 9日より SB313、SB314の掘り方の

断ち割りを行ない土層断面図を作成する。また遺構の部分撮影を行ない13日に終了する。 SB314は

北側の西桁でSB316と重複していることが断面観察で明確にな った。さ らに S1306を再精査して昨

下に周溝が回っていることが確認され、平面図に書 き入れる。

16、17日には先に外郭線追求のために設けたグリッド の平面、断面図を作成する。16日から現場の

埋め戻し作業を開始して22日で終了し、第21次調査のすべてが完了した。

-5-
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2) 発見遺構と出土遺物

第21次発掘調査で発見した遺構は、住肘跡、掘立れ建物跡、 ピヅト 群である。住居跡、 掘立性建

物跡の掘り方の一部は前11JIの国営調査で発掘されている。

A' 

第 4図 S 1 003・303住居跡
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住 居跡

SI 003住居跡 (第4図)

昭和37年度、第 4次国営調査で調査

した住居跡で-ある。前回調査の埋土を

掘りあげると東西約 4m、南北約3.4m

を測る隅丸方形の プランを呈し、床面

と思われる四隅に柱穴が確認された。

SI 303住居跡(第4図図版4.9)

東西約6.9m、南北約8.2mを測る隅

丸方形の プランを呈する大型の住居跡

である。砂地ではあるが、良好な状態

で検出され、壁は床面からやや傾斜を

もって立ちあがり、壁高約30cmを測る。

壁直下には部分的に周溝ヵ~確認された。

床面は軟弱であるが、ほぼ平担でカマ

ド付近と中央部南側に炭化物が認めら

れる。カマドは東壁の南側に設けられ

ており、粘土を使用した遺存状態の良

好なものである。南袖には平瓦を使用

している。焚口部および内壁はかなり

焼けている。柱穴は認められなかった。

本住居跡はSB313建物跡と重複してお

り、精査した結果 SI303住居跡の床面

で検出したSB313建物跡の掘り方は住

居跡の埋土では確認されず、 SI303住

居跡がSB313建物跡を切っていること

が判明した。

SI 303住居跡出土遺物

(第 6図図版20)

須恵器

杯: 1、 3、 4は埋土、 2はカマド付

近より出土した。いずれも回転へラ切

国 |
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りであり、 4を除いて再調整はな L、。 4は底部周縁に回転へラケズリ調整を施している。口縁部に

重ね焼き痕跡がみ られる。 1-3は丸底風であり 、 1の底部には 「小」 のへラ記号がある。いずれ

も焼成は良好である。

台付杯:回転へラ切りである。高台を貼り付けた後に周縁部にナデを施している。胎土には小

粒を含み、焼成良好であり濃い灰青色を呈している。

円面硯:カマド付近より出土した破片である。図上復元で径15.8cm、器高9.8cmを測る。陸の部分

は回転へラケズリ調整がなされ、ほぼ平担であり非常にスベスベしている。内側には高さ約O.8cm程

の縁が回 っている。脚部は 2条の沈線で区画されており 、長方形の透しがみられ、 4ケ所にあけ ら

れたものと思われる。さらに各透しの聞には約1.5cm間隔で-5- 6本の沈線が縦方向に刻まれており、

それらの上、下端には横方向に刻みが入れられている。さらに脚部下方にはへラ状工具により 2列の

波状文が回 ってレる。胎土は非常に鍛密で、固く焼きしまっており灰青色を呈する。

石製品

砥石:上部に穿孔して携帯用にした長さ 7.4cm程の低石である。表裏二面を使用しており非常に磨

滅してスベスベしている。石質は緑色凝灰岩である。

鉄製品

腔巾金:万子の茎に貫き区ぎわにはめ込み万身をかためる環状金具である。床面より出土した。

約 3cm程の大きさであり 、厚さは約 4mmを測る。銃化が著るしく、また表面には柄木が付着してい

る。

鉄鉱:埋土より出土した全長 8cmを測る簸である。

先端部は打撃によ って偏平にし、わずかに巾広くなっ

ている。 の部分は断面が台形を呈する。全体に銃化

している。

鉄釘:10-12ともに床面から出土した。11は全長8.6

仰を測 る。し、ずれも鋲化が著るしし、。断面は10、11が

方形、 12は楕円形を呈する。

磨製石斧

埋土より出土した。現存する全長は12.6cmを測る蛤

万形石斧である。万部は欠損している。全体によく研

磨されておりスベスベしている。

SI 304住居跡 (第7図図版4) 

住居跡の東側は調査区外であり 検出できないが、調

査部分のプランから推定して隅丸方形を呈すると思わ

- 9-
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れる。南北は約3.5mを測る。壁は若干くずれているが比較的良好で床面

から傾斜をも って立ちあがり 、壁高約16cmを測る。床面は地山白色砂で

ほぼ平担であるが、非常に軟弱である。 i柱穴は径約28cm程を視IJるものが

壁直下のコーナ一部と辺上に認められる。周溝は認められない。

51 304住居跡出土遺物

須恵器

1(1・232)

(第 8 図版20)

区:2~玄さFCU--お1 ')
010CM  

第 8図 S I 304住居跡出土遺物

蓋:埋土より 一点出土した。回転へラ切りと思われる。 偏平なツマミをもつが、中心部は、わず

かに擬宝珠状を呈す る。天井部は平担であり 、ゆるく湾曲しながら口縁部に至る。口縁はわす'カサこ

内反する。内面はス ベスベしており硯に転用している。焼成良好で黒灰色を呈する。

鉄製品

万子:埋土より出土した破損品で‘あ

る。全体に銃化が著しし、。

51305住居跡(第9図図版 5) 

東西約2.6m、南北約5.7mを測る南

北に長い隅丸長方形のプラン を呈する

住居跡である。壁は砂地のためにくず

れているが、壁高は約20cmを測る。周

溝は認められなし、。床面は地山砂で非

常に軟弱である。カマドは南壁の西寄

りに設けられ、粘土で構築されている

が潰存状態は良好でなし 、。 焚口部と内

障はかなり焼けており、炭化物、 焼土

が多量に認められる。柱穴は認められ

なし、。

51 305住居跡出土遺物

(第11図図版20)

格子目瓦

住居跡のカマドに補強材として用い

た格子目瓦である。 一枚造 りと思われ、

面は巾約5.5cm、長さ約12cm程の格子

板でタタキしめられている。

/t;o 

第 9図 S 1305住居跡
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I
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SI 306住居跡 (第12図図版5.9)

約4.8m、南北約 5mを測るほぼ

形のフランを呈し、遺存状態は良好

である。

ているが、東、南壁は遺存が良く砕{

こは南側を除い

て、狭レ部分で・幅約20cm、広い部分で

約40cm程の周溝が回 っているが、かな

りくずれており非常に浅いものである。

句t

ごf

-~匂，
ぷ緑b椅 ' 

、ミ迷、~、ミミ♂
コーナ一部の四隅に径約

40cmを測るものが検出された。また北

第10図 S 1305住居跡カマド

畔両側には径約 1m、深さ約30cmを測るピットが確

認されたがこのピットは本住居跡よ りも新しいもの

である。カマドは南壁の

，"h 存の良好なものである。焚口 、内壁はかなり焼け

ており、焼土、炭化物が多量に認められ、またカマ

ド内から多量の遺物が出土した。

SI 306住居跡出土遺物

(第14、15、16 市版11、20、21、22) 

土師器

聾:14、16はカマド内、 15は埋土内より 出土した。

縁部より頚部にかけてゆるいカーブを描き、頚部

に一段稜が回っている。外面口縁部は横方向、体部

匂/

には縦方向の細かいカキ目を施し、内面には横、斜 第11図 S 1305住居跡出土格子目瓦

方向にカキ目を施している。全体に焼成不良で非常に磨滅が激しし、。 15は口径21.4cmを測る。口縁

部から頚部にかけて「く」の字状を呈し、胴部は若干張り 出している。口唇部には細い回線が回 っ

ている。外面頚部下方と内面口縁部にはきれいに横方向のカキ目を施し、内面胴部下方には斜方向

こカキ目を施している。焼成は良好である。 16は口径19.4cmを測る。頚部はゆるいカーブを描いて

いる。 13は口径12側、器高9.加を測る。口縁部伝若干内反し、頚部は「く」の字状を呈する。胴部

端と底部全面に手持ちのへラケズリを施している。

須恵器

杯.1、 2、 4、 5、 8、 9は埋土、 3、 6、 7は床面よ り出土した。 1-5は回転へ ラ切りで

一一11一一



調整はなし、。いずれも焼

成良好であるが、 3、 4

には胎土に砂粒を多量に

含んでいる。 3の底部に

はへラ記号がある。 2に

は重ね焼き痕跡がみられ

る。 4、 5は底部より丸

味をもって立ちあがり

丸底風を呈している。

6は回転へラ切りであり

調整はない。焼成良好で

あるが全体に二次加熱を

受けたのか黄燈色を呈し

A' 
A 

ている。 7~9 はいずれ

も回転へラ切りで調整は

なし、。 9の底部にはナデ

がみられる。また 7~9

の底部には墨書があり
第12図 S I 306住居跡

2M ? __j 
| I _j  

「口」と判読できる。

蓋:10は黄燈色を呈し、

一次加熱を受けたものと思われる。偏平なツ

マミを有し、天井部周縁に回転へラケズリを

施している。 11は凝宝珠状のツマミを有する。

天井部からゆるし、湾曲をもちなが ら口縁部に

り、口縁は若干内反する。天井部周縁には

ロl転へラケズリを施している。焼成は良好で

あるが二次加熱を受けたのか色調は赤褐色を

呈する。12は擬宝珠状の.;;マミを有する。天

井部よりゆるい段をなし口縁部に至り 、 口縁

はわす'かに内反する。焼成は良好で灰青色を

国 l 国 l

A 

第13図 S I 306住居跡力マド

す。天井部には墨書が認められ「主」と判読できる。いずれの蓋もロクロからの切り離し技法は

判然、としなし 。

一一12一一
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石 製品

砥石:17は緑色凝灰岩を素材にした砥石であり、上

部に穿孔しており携帯用のものである。使用面は表

と片側面の 3面であり、非常にスベスベしている。

鉄 製品 第15図

万子:18は床面、 19はカ マド内より 出土した。 18は

全体に銃化が著るしし、。区は不明である。茎の部分の

断面は円形を呈し、柄木の痕跡が付着している。 19は

万身の一部であり、銃化が著るしい。

銭貨

和同閥均:住居跡床面直上より出土したきわめて遺

存状態の良好な貨幣で・ある。銅銭であり、計測値は径

25.1mm、厚さ 1.45mm、内径6.3mm、重量1.7357g (秋田

県計量検定所計測)である。 r和同開称」の銭文が明

確に読みとれる。

SI 307住居跡 (第17図図版 6、 9) 

西側は調査区外であり不明であるが、南北約2.2mを測

り、推定 プランは東西に長い隅丸長方形を呈すると思

われる。壁高は約15cm程で・あり、かなりくずれている。

。 lOCM 

ゴ

第16図 S 1 306住居跡出土 格子目瓦

周溝は認められなし、。床面は平担である。カマドは北壁の東側に設けられており、粘土で構築され

た遺存の良好なものである。内壁は赤く焼けて固くなっている。また内部、焚口部には炭化物、焼

土が多量に認められる。本住居跡はSB314掘立柱建物跡と 重複しており、 SI307がSB314を切 って

いることが判明した。

SI 307住居跡出土遺物 (第19図版22)

須 恵器

杯. 1-4ともに埋土より出土した。いずれも回転へラ切りであり再調整はな L、が、 3にはナデ

がみられる。 1は二次加熱を受けたと思われ黄燈色を呈している。 2、 3には重ね焼痕跡、 4~こは

火だすきがみられる。 3の底部には 「中口 〔菜lJ があり、 「口Jの中は「漆」と思われる。

台付杯 カマド内より出土した。回転へラ切りである。高台を貼り付けた後にきれいにナ デを施

している。丸味をもちながら立ちあがり 、 口縁部は外反する。

一一14-



SI 308住居跡 (第20図図版 6)

約2.9m、南北約3.1mを測る隅丸方形

のプランを呈する。遺存状況は良好でなし、。砕

とカマドの一部が前回国営調杏で検出 した撮り方に切られてし、る。壁高は約12cm程で-あり 、かなりく

田 | ∞ | 

∞ | 

第17図 S I 307住居跡

土製品

土錘:埋土より出土した。長さ 5cmを測り、

断面は円形を呈する。焼成は良好である。

石製品

石匙 :埋土上部から石匙が l点出土した。

横形のもので段初の打撃はツマミの部分に加

えている。刃部は片面禁IJ離で裏面は最IJ離面を

残している。

∞| 同 l

A' 

白 |

A' 

五 そ M
 

2
」
l
J

第18図 S I 307住居跡カマド

F~ ミ三~

て工J ミ寺ヨf)
(¥ -) 3 (1-212) 't1ゴ

。 -
06(1-250) 

第19図 S I 307住居跡出土遺物

ずれている。周溝、性穴は認められない。床面は軟弱である。カマドは東北 コーナ一部に設けられ、

粘土で構築されているが、かなり壊われており遺存度は良くなし、。床面には埋土上面では確認され

なかったSB313建物跡の槻り方が認められ、 SI308住居跡がSB313建物跡を切 っていることが判明

した。

一一15ー



51 308住居跡出土遺物

(第21図図版22)

須恵器

杯:カマド付近より出土した。

口l転へラ 切 りで再調整はない。

底部よりゆるく湾曲 しながら

ちあがっている。底部にはい百4

が認められるが半分近く欠損し

ており判読はできない。

51 309住居跡

(第22図図版 7) 

側にわずかに傾斜する地に

構築されている。東西約 3.8m 

/伐7

第20図 S I 308住居跡 | 

南北約5.5mを測 る隅丸長方形のプランを呈する。壁はくずれてはし、るが、

北側の壁高は約30cmと良好である。壁直下には幅約40cm、深さ約10cmを測

る周溝が回って いる。床面は若干傾斜しており 、炭化物が部分的に認めら

れる。カマドは認められなし、。

51 309住居跡出土遺物 (第23図図版22)

須 恵器

¥二主三J( 引)'1-2口(1-2ω悶川2幻239却9

第2引1図

S I 308住居跡出土遺物

杯 :1は回転へラ切 りで再調整はなし、。底部から若干丸味をもちながら立ちあがり口縁部に至る。

焼成は良好であるが黄燈色を呈し、二次加熱を受けているものと思われる。底部には墨書が認めら

れ、 r - J と判読できる。

台付杯 : 2 ~ 4 ともに埋土出土である。 いずれ も 回転へラ切 りと思われ、 再調整はないが、 2

4 は高台を貼 り付けたのちにナデを施 している。 2~4 ともに焼成は良好である。 2 の底部には黒

が認められ 「花」 と判読できる。

51 310住居跡 (第24図 図版 7)

北側半分以上は新しい削平によって削 りとられている。東西約 4mを測る。残存している壁は良

好で・壁高約30cmを測る。床面は地山砂で軟弱である。周溝、柱穴は認められない。

51 310住居跡出土遺物 (第25図図版22)

須恵器

台付杯 :埋土より 1点出土した破損品で・ある。回転へラ切りであり 、高台を貼り付けた後に内側

-16-
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第22図

に回転へ ラケズリを施してし、る。胎土には小石粒を含むが、焼成は良好である。

SI 311住居跡 (第26図図版 8)

側は調査地外で不明である。南北約 2.2mを測り、隅丸長方形を呈すると思われる。壁は非常

に浅くわす.かに約 8cm程て・かなりくずれている。周溝、柱穴は認められない。

SI 312住居跡 (第27図図版 8) 

住居跡の大部分は調査区外であり 、わずかに南西コーナ一部を検出した。検出した範囲での療は

遺存良好で・壁高約40cmを測る。

建物跡

58313建物跡 (第28図図版 3) 

S8313建物跡は 2間X5間の東西棟総柱の掘立柱建物跡である。 北側桁行の掘り方の一部は前lロ

の国営調査で発掘 されている。 掘り方平面形はほぼ円形を呈 し、径約1-1.4mを測る。深さは約40

一一17ーー



.1 

する。れ痕

側桁行で、は径約25cm程

北に対して

振れている。本建物跡は

に 4度30分

の柱痕跡が断商観察の結果認められた。

調居跡

した段階で・は確認で・き

1303 

錐状を~50cmを測 り

で精『

なかったが、

梁行方位は

跡は

S8314建物跡と重復している。

58313建物跡出土遺物

81310住居跡第24図図版20)(第29図

器恵5頁

台付杯:東側梁行の北側掘 り方内より出土した。 LL!.]転へラ切りで、

一豆町ゴ
同台を貼り付けた後に周縁にナデを施してし、る。底部より丸味をも っ

縁はわ縁部に至り 、ちあがり 、体部は外側にゆるく湾曲してて

第25図fXJ 印がみられる。ずかに内反する。底部にはへラ記

81310住居跡出土遺物

市版 3、10) (第30図跡物58314建

柱建物跡である。北側の 3個の掘地 西側で検出 した 2間 X6聞の南北棟掘8314建物跡は調

面形はほぼ円形であり 、径約掛調査で発掘されている。掘り方のり方は住痕跡のある部分が

はいずれも掲している。埋より約 1~ 1. 4m を測り 、 円錐状を1. 8~ 2 mを測る。深さは確認

である。住痕跡はおおむね径40cm前後で・あり、黒色砂に炭化物が混じ って色、!暗褐色、黄褐色の砂質

復が認められ、建物の建醤がでは

A' 

A' 

が堆積している。南側梁行掘り

_A 

上部は黄掲色粘おり、埋

A 

M
i
l
l
 

q
r
H
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第B図 i I I 
S 8313建物跡出遺物

考えられるが他の掘り方では

認められず詳細は不明である。

桁行は真北に対して西に約 2

度振れている。本建物跡は

SB313、SB315、SB316建物

跡と 重複しており、断面観察

の結果いずれの掘り方からも

切られており、本建物跡が

いものであることが確認され

た。

58315建物跡

(第32図図版 3)

SB315建物は 1間 (3.5m)

X2間 O.7+1.7m)の南北

棟掘立柱建物跡で、西面に廟

を有する。掘り方平面形は円

形を呈し、径約60cmを測る。

深さは確認面より約35cm程で-

ある。柱痕跡は平面では確認

できず断面を観察した結果径

約20cmを測る痕跡を確認した。

掘り方埋土は褐色初演土であり、

柱痕跡部分は赤褐色粘土であ

る。桁行は真北に対して西に

約 3度振れてし、る。本建物跡

はSB314建物跡を切 ってお り、

SB314建物跡より新しい建物

UI 

第30図 S8314 
建物跡

S 8316 

A' 

~ミ 国営調査発銅
おお (鋸り方内)

3M 



I樹色砂

I明補色砂

田 11内補色砂

町偶色砂質
に黒色土が
出る。

摘発
途

S 8314建物跡掘り方土層断面図

図版 3)跡 (第30図物

跡である。

58316建

S8316建物跡は調査地中央部西端で検出し A

た。南北 3間 (2.5+2.5+2.5m)X西に 1間

.整円形で径約 110cm、確認面よりの深

性建物跡である。西側掘り方

面

する。いずれの

ヌ外で検出できなかった。 掘り方

さは約90cmを測り円錐状を

以上延びる掘

は調

形は

掘 り方も S8317とした抜き取り穴と思われる

S 8315建物跡第32図掘り方によ って切られており、柱痕跡も認め

られないことから位は抜き取 られたと思われ

る。本建物跡はS8314よりも新しい建物である。

図版 2)跡 (第33図物58318建

×南北 1間以上 (3.1m…)でS8318建物跡は調査地南端で検出した。東西 2間 (1.9+1.9m)

し、径約40-50cmを測る。柱.地外で不明である。掘り方平面形はほぼ円形を側は調あるが

面で認められ、黄色粘土の埋土が入った径約20cm程を測るものである。桁行は真北に対

-21-

して約 1度30分西に振れている。

痕跡は



ピット群

SA319. 320. 321. 322. 323ピット群

(第 3図図版 2) 

建物跡のー却を形成するものも存すると思

るが、 多くは径20~30cmを測る 。 逃存の良好

なものでは約60cmを測り、十i:痕跡の認められる

掘り方もある。いずれもその性梢についてはイ.

明である。

3) 各層出土遺物

表土層出土遺物

(第34図 3. 5. 8. 13.図版23)

須恵器

台付杯:回転へラ切りで再調整はない。

貼り付け高台である。底部より丸味をも

って立ちあがり 、ほぽ|直線的に口縁部に

至る。底部に墨書が認められ「中口」と

あるが「一-口J はあるいは「葉」と判読

できると思われる。

石製品

砥石 5は上部に穿孔した携帯用の砥

石である。長さ 7cmを測る。使用面は 2

面でありスベスベしている。表面には使

痕と思われる僚痕が認められる。

土製品

土錘:表採資料である。長さ約 5cmを

測り、断面は円形を呈する。 焼成は良好

である。

縄文土器

ム付土器の脚部と思われる、文様の配

置は 3単位であり 、沈線で区画した間に

竺竺:r::=士二二」

o 
S 8318建物跡 |第33図
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は惰円と円の組み介せで透しがあり、上下に

文文を配している。 11縁部と沈線開には単節斜

制文を施してレる。

第H層褐色土出土遺物

(第34函 2.7. 11. 図版23)

須恵器

台付杯 2は体上部は欠損 してし、る。 切り雌

しは不明である。I:.67L?を貼り付け、}，司縁にきれ

し、なナデを施している。体部には全体にていね 一戸一
土出位層矢

口図広一，
v

「べ
d

宮
内

土製品

レに|口l転 へラケズリ調整を施している。焼成良好で灰黒色を量 してレる。

土錘 7は長さ5.2cmを測る土錘である。断面は円形を呈している。焼成は良好である。

鉄製品

鉄鎌:身の部分は欠損している。現存する長さは3.2cmをif!IJる。断面は四角形を呈する。銃化が

著るしい。

第皿層褐色砂質土出土遺物 (第34図 4.9. 10. 12 図版23)

須恵器

杯:[底部の破片である。切り離しは不明である。きれレに|口l転へラケズリ調整を施してレる。

次加熱を受けたのか色調は黄償色を呈する。底部に墨書が認められるが半分以上欠損していたため

判読不能である。

鉄製品

鉄鎌 9. 10. 12ともに銃化が著るしL、。 9.10は身の部分が欠損している。断面は四角形を

する 。 12は全長10.8cmを測る 。 身の fff~分は打撃を加えて偏平にしてレる。茎の部分の断面は四角形

を呈する。

地山砂層上面出土遺物 (第34図 1. 6. 13. 図版23)

赤褐色土器

l径13.4cm、器高4.6cmを損IJる。回転糸切りで再調整はない。底部よりゆるく内湾しながら口縁部

こ辛る。焼成は良好で赤燈色を呈する。

石製品

砥石:上部はわずかに欠損している。上部に穿孔を施した燐帯用の低石である。現存する長さは

一 ー23一一



約13.6cmを測る。使用面は 4面全部を使用しており磨滅してスベス ベ してレる。また両側l帽には使

用痕とみられる擦痕がある。

鉄製品

力子:身の部分は一 部欠損している。 Z見存する長さは約6.4cmを捌IJる。銃化が誇るしL、。身の断凶i

は長構円を呈する。

格 子目瓦 (第35図図版23)

1は褐色土、 2は表土より出土した。 1は 1枚造ーりと思われ、巾5.5cm程の棉 fll阪でタタキしめ

られている。 2は下端にへラ摘きがみられる。 石郷岡 誠

皿第22次発掘調査

1) 調査経過

第22次調査は、寺内字鵜ノ木地区を対象とし、 6月23日から 8月12日まで実施し、発掘調査面積

は約1，296m2 (約392坪) である。

調査地は昨年度の第18次調査地の北に隣接する地区で、北にわずかに傾斜するがほぼ平担な畑地

であり、調査地北端で比高 1m程の一段高い畑地となる。

昨年の第18次調査で、 推定四天王寺第一次講堂跡 と考えられていた地区を含め調査が行なわれ、

12棟の掘立住建物跡、 井戸跡、 住居跡、 土地などが検出 された。

調査はこれら遺構の更に北側への広がりの有無と 、 これらを区画する施設遺構の追求を目的に

施した。

6月24日から下刈 り、グリッド設定を行ない、 一 部、第18次調査地と重複するグリッドを設けた。

発掘は南側のグリッドから開始 し順次北に発掘区を拡張して行った。 北側 グリッドを除き、全体に

20-30cmの厚さの耕作土下は赤褐色土となる。更に下層は黄褐色粘土の基盤寺内層である。最初、

排土は赤褐色土層面まで行ない、同層面での遺構の追求を行なった。

6月28日、埋土に赤褐色土器を含むSK327、328を検出、 7月 5日耕作による撹乱層下でSK331の

部を確認する。

MQから北のグリッドでは耕作による撹乱が更に著るしく 、赤褐色土層面に幾筋もの耕作撹乱溝

がみとめられ、撹乱は地山粘土層まで至っている。 NBー 75・76グリッドにて巾50cmのSD348溝を

確認、同溝埋土からは近世の染付、磁器片などが出土、又、発掘区東側で道路下に埋設された土管

と連結する状態であり 、近年まで使用された排水溝で・あることが判明した。

7月 7日から 7月15日まで調査地北西部の表土豪IJぎを行ない、赤掲色土層面での遺構の追求を行

な った。しかし、NC-NE-84を中心 とする一帯には亦褐色土層の堆績がみとめられず、帰色砂、
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第36図 第22次調査周辺地形図

，.，、色土、灰白色粘土の層序に各層が堆積し、 MTー 84グリヅド付近では耕作

層となり、赤褐色土が既に削平されているものと考えられた。

7月18日、 NB-85グリッド付近で S0348構と埋土の異なる S0347構を確認した。SD347溝

がすぐに地山粘

埋土は灰褐色粘土、砂が主で、ほぼ東西方向に走ることが判明した。

NC-NE-84グリッドを中心とする調査地北西部は上述の知き層序がみとめられ、地山粘土層が

北に急激に傾斜し、スク モ層に続くことが確認された。スクモ層下は灰白色砂層となり、同層は湧

水層である。スクモ の堆積する一帯は本来、湿地であったものと考えられ、近年まで付近住民は

「どじょ う沼」と通称していた。スクモ層は無遺物層であるが上層の灰白色粘土層からは須恵器、

師器、赤補色土器、瓦が出土した ( 7月19日)。

7月20日か ら赤補色土層面における明確な逃構の確認がなかったため、同層を除去し、地山粘

面をあらわす。赤褐色土層内からは瓦の小片や赤褐色土器、須恵器、風字硯の小片が出土した。

7月26日まで北側一部グリッドを除き、地山粘土層をあらわしSE324、325井戸跡、 SK326、327、

328、329、330、331、332、333、334土拡を検出した。 SK327、328を除き、すべて赤褐色土を除去
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去した段階で確認された。埋土は灰褐色粘土である。同日よりこれら遺構の埋土を掘り上げ、断面図

作成、写真蝿影を行な う。又、技行して畔の写真顕影、 士層断面図作成を行ない、終了後、畔を除

去していった (8月 1日)。

北側のNC-NEー 75-86グリッドは上記の グリ・y ドとは異なり、耕作土下層は燭色砂、黒色ム、

賀補色砂となり、黄制色砂は西に隣接する大畑地|メ;にみとめられる地山の飛砂と頬似するため、

初、同層上而にて掘り下げを lしめていた。しかし、 トレンチを設け調査したところ、黄補色砂下で

版制色*li1:のj立物包含層がみとめられた。黄付J色砂を除よし、 重複する不整平面形の土拡群を確認

した。

検出11闘にSK336、337、338、339、340、341、342土紘とした。前述の灰渇色粘土はこれら土広の

埋土であることが判明した。土拡埋土は須恵線、土師器、赤補色土器、瓦が出土した。

これら土拡群のうち重複関係あるものを調査した結果、その新旧関係が明らかになった例がある。

しかし、埋土及び出土遺物、或いは埋土上層を覆う堆積層の状況から、時期的な差と考えるより、

工程の11闘による切り合いと考えられ、これら土肱群が極めて近い時期に掘り込まれたものと考えら

れた。

特にSK338土拡床面からは、多量の造物が一括投棄された状態で・出土した (8月 5日)。

8月 8日か ら8月11日ま で遺り方を設定し、発掘区全体の平面実視IJを行ない、 12日、全景写真の

録影を行ない、調査を終了した。

2) 発見遺構と出土遺物

第22次調査で検出した遺構は井戸跡、土拡、構である。調査目 的であ った第18次調査検出の建物

群に関連すると考えられる遺構の検出はなかった。しかし、検出したSD346溝と第18次調査検出

SD247構の聞が約30m (100尺)、SD346溝と SD347溝の聞が約21m (70尺)を測り、完数値を得る

ことができた。又、これら溝と溝の聞の地峡は、わずかに、 二、三の土拡、井戸跡などが検出され

ただけで、建物跡、 住居跡などの遺構が全 く認められなし、。更に、土拡群の密集する地区も、SD347

構北側、 SD247構 (第18次調査検出) 南側に限られる。

これらのことから、この構が単なる排水を lヰ的としたものと考えるより、地域を区切るような性

格を有する施設か道路などの側溝の可能性が考えられる。今後、更に周辺地域の調査を行なうこと

でその性格を明 らカ、にしていきたい。

SE324井戸跡 (第38図)

耕作土下層の赤縄色土層を除去した段階で、地山粘土面にて確認された。平面形はほぼ円形で、

i匝径約 1m、深さ約1.1m、素掘りの井戸跡である。埋土巌下層は灰青色粘土、上層は褐色粘土、炭
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化物と焼土混じりの暗掲色土であり、第18

次調査検出のSE270井戸跡均土に類似す

る。埋土から須恵掠鐙小片が出土した。

SE325井戸跡 (第38図図版13)

SE324井戸跡、北東 5m艇で、地11I粘

面にて確認された。平面形は円形、 11':(

径約90cm、深さ60cmと浅L、。用土がSE

324井戸跡と同じであり、赤字品色土堆積以

円l1に上面を削平されたものと考え られる。

SD346と接するが、切り介いを把握する

ことはできなかった。出土造物はなかっ

T二o

SK326 ~SK345土法

(第40図図版12、13、14)

地山粘土面にて20基の土肱を検出した。

十一一十片→

ー/

34m70 

第39図 S E324・325井戸跡

SD347溝以南では単独、或し、は重複しでも二基で、 まばらに分布するが、発掘1;.<:北東部では集中し、

幾つも切り合 っている。各々 、平面形、深さが異なり 、画一性がな L、。 SD347構以l朝ではSK331、

K329のように落ち込みが広範囲に及ぶものと 、SK327のように 2-4m程のものがみとめ られ

深さも20-40cm程で浅い。又、深さ 5-10cm程の灰青色粘土を埋土とする落ち込みが確認されてい

る。

発掘区北東部、 SK337土拡を中心とする土拡群は出土造物も多く、切り合い状態も把握された。

SK338をSK337ヵ入 SK337をSK336カ入 SK336をSK339ヵ入 SK340をSK337、SK336、SK339、SK

341をSK332が切 っているのが確認された。これら土肱の切り合いは埋土状態、出土遺物が類似する

ものであり 、時期差と考える より、短期間の作業工程に よる切り合いと考え られる。床面は中央部

が最深値を示す鍋底状を呈し、掘り込み壁も判然、としており、垂直な りをなす例もある。最

とも深いSK337、SK338は確認面である地山粘土層を約 1m近く掘り込んでおり、浅いSK336でも

約50cmの深さを測る。第18次調査北部検出の土肱群のように意識的な整地がなされた痕跡はない。

土t広出土遺物

SK331土法出土遺物 (第41図 6 図版24)

埋土から回転糸切り再調整のない赤褐色土器が出土している。総高の低い阻状を呈する。他に瓦
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第40図土i広群 。

nが出土している。

SK332土拡出土遺物 (第42図 2 図版16、25)

拡上面から埋土内になかば落ち込んだ状態で出土した。須恵器大饗である。丸底を呈するもの

で、口縁部l直径34cm、復元胴部巌大径60cmを測る。外面はタ テ、斜方向の平行タタキ板痕、内面は

が同心円、下半が横方向の平行アテ板痕がみとめられる。口縁部は内外商ともていねし、な横ナ

デが行なわれ、体部外商にはへラ状工具による凶転を利用したナデがみとめられ、 1~ 2 cmの帯状

の僚痕が体下半までラセン状に回る。

SK337土拡出土遺物 (第41図 3.8 図版24)

3はILD転糸切り再調整のない須恵器杯である。口縁部外面に重ね焼き痕がみとめられる。 8は、

川転糸切 り再調整のない赤褐色土器である。穂高が浅く 、口縁部が強く外反し、皿状を呈する。

SK338土拡埋土出土遺物 (第41図 4.5. 10. 13 図版16、24)

4は向転へラ 切り、再調整のない須恵器杯である。器壁内外聞に火だすきがみとめ られる。 5は

回転糸切り 、再調整のない須恵器杯底部片である。外面に墨書がみとめられ、 「リ市」、 「上J と判

読される。 二字は各々 、筆跡が異なる。 10はいl転糸切り、再調整のないみ褐色土器である。 13は赤
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SK331出 土 6

SK337出 土 3.8

SK338埋土出土 4.5.10.13
SK338床面出土 1.9.12.15.17.20 
SK344出 土 2.7.16.18.19

SD347出 土 14

MR-79グリッド必込み出1::11

第41図土城、 溝出土遺物



1 (1-319) 2 (1-320) 

第42図 土i広出土遺物 o 10 20CM 
lI  I I 1 

|iTTTl 

事w色をL益するずi{、1"小塑鉢である。l底部は1:1によるナデが行なわれ、体川内外|而にはロクロ痕が顕著

に妓る。

SK338土拡床面出土遺物 (第41図 1. 9. 12. 15. 17. 20 第42図 1 版24.25) 

j本 I~Úか ら、多数の傑とともに放棄された状態で一括出土した。 他に瓦片、埠が出土している。

第41図 1はロクロ成形、|付rfri黒色処周の七例制高台杯である。|付l自j上下は横方|旬、下半は-AE方

li.Jのへラ ミガキが施 されて レる。杯却の切り離し痕は台を取り付ける際のナ デのため消され、不明

である。底部外l両には fXJ 印のへラ 記けがみとめ られる。杯却の器肉が厚く、 重量感がある。 9

は1"1転糸切 り再調停.のないみ制色七掠で・あ る。 6，_~尚の浅レ l[ll状を単 し、 11 縁部は強く外)xする 。 12

は1"1転糸切り調整のない亦制色七待である。低L、台が取り付-けられ、底i郁外出には ffftJの-r.!=o

の暑さ書がみとめられる。 15は完形1111、I"J転糸切りの須恵器小型査である。口縁部から体部上半にか

けて lニl然、制 がかか り、光沢がある。底部外面に退占がみとめられるが判読不能である。全体に器肉

がj享く 、 屯量感がある。 17は頚却の欠煩した須恵器奄て・ある。 体部下半は1"1転へラ ケズリが、底部

外l両はナデが行なわれている。全体に自然糊がかかり、光沢がある。体部内面は横ナ デがみとめら

れる。 20は合 子状容総の護と考えられる。還元炎焼成であり、釦と考えられる突起痕が 2ヶ所にみ

とめ られる。全体にていねし、な手持ちへラ ケズり調整を施している。第42図 1は須恵、器大畿である。

I_J縁部がは曲.に密接し、胴 t守H破片がその凶りに倒れこみ又、その上には礁が投棄 された状態で・出

した。体部外出は タテ 、斜方向の平行タタキ板痕、内面は上半が同心円、下半はタ テ方向の平行ア

テ板痕がみとめ られ、丸底を単する底部内面は巾 2cm程のへラ状工具によるカキ けが施されている。
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縁部は内外面ナデがみとめられ る。 体部外面には帯状の僚痕が回る。

5K344土地出土遺物 (第41図 2. 7. 16. 18. 19 図版24.25) 

すべて埋土、灰褐色土層出土である。 2は内面黒色処理が施 され、凶転糸切り 、体部下半に凶転

へラケズ.リ調整のある土師器杯である。内面上半は横方向、 下半は不定方向のへラミカ・・キがみとめ

られ、 口縁部外面にも 1cm程の巾でへラミカ牛がある。 7は回転糸切り再調整のない赤褐色土器で

ある。底部が口径に比べ、極端に小 さし、。器高が浅く 、 口縁部が強く 外反する皿状を呈する。 16は

須恵器長頚査の頚部破片である。頚部と体部の接す る部分に一段の凸帯がつけられ、全体 に自然、紬

がかかり光沢がある。 18もほぼ完形の須恵器長頚査である。口縁部外面と 、頚部の接する部分に

段の凸帯がまわる。 体部中央はタテ方向に手持ちへラケズリが、 下半は回転へラケズ.り調整が行なわ

れている。 内面は横ナデの:みとめられる。底部外面全体、 頚部と体部の片側一方に濃緑色の厚い

然、紬 がみとめられ、又、体部上半部、 自然、紬 のない一方に窯内で他の土器 (焼台か) と融着した痕

跡がみとめられ、横位の状態で焼成 されたことがうかがえる。 19は直径 7mmの孔 を穿 った赤褐色を

呈する小型の土錘である。

他にMRー 79グリッドの灰青色粘土を埋土とする深さ 10cmの不整形 の落ち込みから11の回転糸切

りで再調整のない赤褐色土器やフ イゴ羽 口破片が出土した。

50346溝 跡 (第37図 図版12)

SE325井戸跡 に接し、SK326、SK331土地によって切 られている。 巾30-50cm、深さ 15-20cmを

測 り、赤褐色土を除去した段階で、検出 した。ほぼ東西方向に走り 、埋土は灰褐色粘土である。第18

次調査のSD274溝 か ら北約30m (100尺)に位置する。

50347溝 跡 (第37図 図版15)

SD348溝に切 られ、SD346溝から北約21m (70尺)に位置す る。 SD346同様にほぼ東西方向に走

り、埋土は灰褐色粘土である。 巾は約0.7- 1m、深さ30-40cmを測 る。

50347溝跡出土遺物 (第41図14 図版24)

瓦片、赤褐色土器片などとともに14の須恵器鉢が出土した。底部は全面にへラケズ・リを施してお

り、 ロクロ切り 離 し痕跡はみとめられない。 体部は底部から急角度で立ち上 り、口縁部に至 って、ゆ

るやかに内湾する。 体部外面下端 1cm程を手持ちへラケズリで調整している。全体に灰 白色を呈し

ロク ロ痕が顕著にみとめられる。
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50348・349溝 跡 (第37図)

円、、褐色砂を埋土とする構である。土壇土内から近世以降の磁器片が出土しており、発掘区東端で道

路下に埋設された土管と接合することから、近年まで利用された排水溝と判明した。

3) 各層出土遺物

赤褐色土層出土漬物 (第43図 3.16 図版26)

本土層はSD347構南側で-耕作土下層にみとめられる土層である。瓦片、埼、赤褐色土器が出土し

てし、る。

3は回転糸切り、底部中心2.5cm付近から体部下端を回転へラケズリ調整のある須恵器杯である。

16は黄褐色の凝灰岩製の砥石である。 3面は磨滅しており 、使用痕が著るしし、。 他の 3面は打ちか

いた面をそのまま残しているが、うち 2面には沈線状の使用痕がみとめられる。

黒色土層出土遺物 (第43図 8. 9 図版26)

SD347溝北側でみとめられる土層である。耕作土下層に位置する。赤褐色土器を多く含む腐植

である。 8. 9は ともに回転糸切 り再調整のない赤褐色土器である。 他に底面が丸味を帯ひ・た鉄

浮が 2点出土してし、る。

黄褐色砂層出土遺物 (第33図 1. 14. 15 図版26)

…色土層下、灰白色粘土及び土拡群埋土を覆う状態で堆積している。

lは内面黒色処理の施された土師器杯で、ある。回転糸切り、再調整はない。口縁部外面 1cm程と

内面上半は横方向、下半は一定方向へのへラミガキがみとめられる。 14は須恵器長頚萱頚部片であ

る。頚部と体部の接する部分に一段の凸帯が回る。内外面にロクロ痕のほかに、斜方向にねじれた

がみとめられる。全体に薄い自然、紬がかかり、光沢を帯びプ二黒色を呈する。 15も須恵器長頚霊

である。口縁部が欠損しているもののほぼ完形品である。 14と同様、頚部と体部の接する部分に

段の凸帯がまわる。実際の頚部と体部の接合部は肩部付近にみとめられ、特に内面は一段の稜と

な って接合痕が顕著に残る。外面体部上半はナデ、下半は回転へラケズリ調整が施され、中央部に

はタテ方向に平行タタキ板痕がみとめられる。外面は全体に光沢を帯び‘た黄褐色を呈するが、内面

は灰色を呈 し、焼成は良好である。

灰白色粘土層出土遺物 (第43図 2. 4. 5. 6. 7. 10. 12. 13 図版26)

発掘区北西部、NC-NE-84-86グリッドを中心とする地域は約20度程の傾斜で地山層が北西方

向に落ち込んでおり、厚さ20-30cm程のスクモ層の堆積がみとめられ、従来湿地であったものと判
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断された。 付近にはm従

も部分的に湧水のある IJ 

湿地が残っている。法ち

込みの深さは地山粘土而

から段深浦で・約80cmを視IJ

る (図版15)

灰白色粘土居はこのス

クモ層上に一面にみ とめ

られ、機、瓦片と ともに

多くの土器が出土した。

スクモ層下層は灰白色の

シルト、 砂層 となり 、t箸

ち込みf旬、東側に堆抗し

てし 、る地山粘土層は検出

しなかった。灰白色砂層

からは純文式土綜 (前即j

と考えられる)片が出土

した。

2は!!!]転糸切 り、内面

'"'""色処理のある土師掠ム

付杯である。内面上半は

備方向、 は一定方向

へのへラミカP キが施され

ている。底部外面には，

モH がみとめ られるが、判

読小能である。 4.5は

ロl転糸切り、 再調整のな

し、須恵器杯である。 5の

体部外面には墨書がみと

められるが、判読不能で

ある。 6は回転糸切りで

低し、台の取り付けられた

須恵器台付杯である。 7

14 (1-304) 

4 (1-284) 

6 (1-289) 

第43図各層位出土遺物
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は1"1転糸切り、外l弱体部下端 1cm艇に1111転へラケズ リ調整を施した亦褐色土器である。 10. 11は向

転糸切り、 1ヰ調幣のないJf;制色二l-.掠で‘ある。 11は|人j外面に蝶状の炭化物が付着 している。12はl回転

糸切り、高台のつく Jf.制色士総である。体部、及び台却に顕著に粘土紐の巻き上げ (輪積み)痕跡

がみとめられる。 13は低いhのつく須恵鵠短頚査である。底部をl寸転へラ 切り後、周縁か ら 2cm程、

川転へ ラケズ り調軌を施している。外面は尚色を単 し、二次加熱を受けたよ うで、軟弱な胎土である。

日 野 久

N 第23次発掘調査

1 ) 調査経過

第23次調査は、 寺内字大畑、通称幣切山の東側を対象として、 8月18日から10月 4日まで実施し

た。発掘面積は約350m2 (約106.14)である。

調査地は、秋LI:J県 自治研修所北側に接する地域で、秋田峨外郭の北東部に推定される 所である。

現在の自治研修所は、調査地よ り一段低い位置にあるが、これは研修所建設の際に削平されたもの

である。調査地西側は、昭和33年に秋田県教育委員会によって、土地造成 に伴なう緊急発掘調査が

実施され、土塁跡、カマド跡、ピット群等と多量の造物が出土している。現在は山頂部を削平、沢

却分を埋めたて宅地 と化している。

現地は山林になって いるため伐採と草刈 り作業を実施 (8月18日)。測量基準点No.5よ り原点移動

を実施、 グリッド設定後調査を開始 (8月22日)。基本杭の値は X=+287.9554、 Y=+266.4505 

である。

周閤一帯は、 1-2mの飛砂で覆れているが調査地中央部は、 表土下約60cmで瓦片を含む赤褐色

粘土層があらわれ、築地あるいはなん らかの遺構の存在が予想された (8月24日)。翌25日は、 SQ

ラインに沿ってトレンチを入れたところ東側に表土下約60cm程で、築地の積土 と思われる薄い互層

をなす黄褐色粘土層が、またトレンチ中央部ではそれを切 った形で掘り方の一部が確認された。埋

には、赤褐色土器片、瓦片が含まれている。

SN-p-9-11グリッド全域を掘り下げたところ、溝状落ち込みが確認されたが、きわめて浅く

さらに南方では後世の 削平によりほ とんど撹乱されていることが判明した (8月29日) 0 SL-

9-11グリッドでは、表土層下の比較的よごれてレない白色砂を取り除レたところ、炭化物を含む

赤褐色粘土層が確認された。それを掘り下げた結果、土器、瓦片が多量に出土した。 SQ-S-9 

-11グリッドを精査したとこ ろ南北に走る溝状遺構を検出した。埋土、出土遺物などから、これま

での外郭線調査で検出 されてい る溝状遺構と酷似するものである。

前述のSL.M-9-11グリット 内の赤褐色粘土層は、厚さ約 0.9mの土肱の埋土であることが判

明した。この土肱は、地山ロ ーム層を不規則に掘り込んでいることから古代におけ る土取り穴と考
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第44図第23次調査周辺地形図
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えられた (9 月 1 日 ~ 12 日 )

SN~P-9~1l内の精査。最上層で検出された南北方向に走る溝状遺構の図面作成後、 さらに

下部遺構の検出作業を継続した。その結果、溝状遺構の下層に西桁の柱筋がとおる 1間X2聞の掘立柱

建物跡 (SB351A・B)が検出された。しかも掘り方の状態からほぼ同位置で二度の重複が認められ

た。また 1間X2聞の建物跡に近接して、やはり同方位を有する 1間 ?X2間 (SB352)の掘立柱

建物跡が検出されている。SB352の掘り方は、 SB351に比較してかなり小規模である。両者は、掘

り方の切り合い状況から SB351が新しい時期の築造であることが判明した ( 9 月 12 日 ~ 17 日 ) 。

わずかに残存する溝状遺構の底面を精査した結果、青灰色にグライ化した部分があり、さらにそ

の砂質粘土部分の一部が柱のアタリの如 く円形に、しかも不規則な間隔で発見された。

調査の主目的であ った築地の検出は、上述した如く、 積土のほんの一部しか確認できなか ったが、

最終的には寄柱が比較的良好な状態で検出され北西から南東方向に走 っていることが判明 した。寄

柱の埋土は、黒褐色砂で柱アタリ部分にはボソポソの黄褐色粘土が混入している。また、約 1m離

れて同様な掘り方が等間隔で検出され、同位置で築地寄柱の建替えがなされたことが明確とな った。

9月21日:全景および各遺構写真を終了。 22・3日は、 実測準備、 翌24日から平面および土層断
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第45図第23次発掘調査

発見遺構図
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第46図 S B351AB・352建物跡

リ E作成開始、同時に終了部分から埋め戻しも並行して実施した。10月 4日には、実測および埋戻し

すべて完了した。

2) 発見遺構と出土遺物

築 地 (第45図図版17、19)

積土は、崩壊、削平され残存しないが、やや下がりながら北西から南東方向に走る H時期の寄れ痕

跡が検出 された。
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SF350A築地

寄柱の柱聞は、南から約4.5m、4mである。築地本体の基底巾は、積土が遺存せず計測不可能で

あるが、寄柱聞の数値は約2.3m程である。この数値は、昨年の第18次調査で検出した築地寄柱約2.7m

よりわずかに小さし、。掘り方は、地山砂層面で確認され径約O.3-0.5m、深さ約O.25m、埋土は丙

褐色で比較的やわらかい。
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5F3508築地

寄柱の位聞は、南から約 4m、 4mである。前者に比べ規則的に配列 されて いる。掘り方、珂士、

数的な事項はSF350Aと問機である。

58351A建物跡 (第46図図版17、19)

S8351A建物跡は、 1間 (約4.5m)X 2間 (約 2m+2m)の栂立件建物跡である。方位は、西

掘り方列がほぼ北西か ら東南を指す。S8350築地と 同方向で、 それをまたぐ形で検出 されている。

掘り方は、 S0355構状遺構を掘 り下げた段階で・切 り合って検出 され、本建物跡は最も新しし、時期の

築造である。埋土はし、ずれも亦帰色粘土であるが、西側列は東側列よりも締って いる。明確なれの

痕跡は把握できなかった。

583518建物跡 (第46図図版17、19)

S83518建物跡は、 1間 (約4.4m)X 2間 (約2.2m+2.2m)の掘立れ建物跡である。上記のS

8351A建物によ って切 られている。掘り方平面形は、径約1.2mのほぼ円形を呈する。れの痕跡は、

検出できなか った。

58352建物跡 (第46図図版19)

S8352建物跡は、南北 2間 (約2.2m+2.2m)で東西は不明である。 S8351A・B建物と 同方向

を指す。最 も古い時期の建物跡である。掘り方は、前者両建物掘 り方に切 られており全容は不明で

あるが、径約0.8mの円形と考えられる。埋土は、赤褐色の砂質土である。性の痕跡は不明である。

58353建物跡 (第45図)

東側二本の柱が検出された。西側は、立木のため調査不可能で・あった。性聞は約3.7mである。 地

山砂上でプラン が確認されているが、深さがわす'か 0.5mであるところから実際の遺構面はも う少

し高かったと考えられる。柱痕跡は、南掘り方で確認できた。径約0.25mである。

51 354竪穴状遺溝 (第45図)

S1354竪穴状遺構は、東壁が約 2mで北西方向を指す竪穴状遺構である。 分は、立木のため調

査できず全体の規模は不明であるがほぼ方形を呈するも の と思われる。壁高は、約30cmで・床面は比

較的堅く、中央部には焼土とその周囲に少盈の炭化物がみられる。カ マ ト¥周溝、柱穴がなく 住居

跡 とは断定し難レ。埋土は、赤褐色砂で瓦小片、赤褐色土器小量を含んでし、る。
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5D355溝状遺構 (第45図図版17)

北西から東南方向に走る巾約1.5m、 深さ約 1mの溝状遺構である。南側は、新しい土取穴によ

って破壊されてレる。埋土は、粘質な赤褐色砂で・やわらかし、。底面には、灰青色の薄L、粘土層が確

認でき、その一 部はあたかもれの底面の如く径O.20m~O . 3m の円形を呈する部分も認められるが、

規則的な配列はみられなレ。

5D355出土遺物 (第48図32 図版28)

32は、埋土より出土した須恵器で、回転へラ切り無調整の焼成良好な土器である。この他に、瓦

片、赤褐色土器が少量出土している。

5K356--365土滋群 (第45図図版18)

新、旧 H時期の土肱群が検出されたが、新土拡群は

以降の撹乱と考えられる。

.下より掘り込まれているもので近世

旧土肱群としたものは、築地の内側で検出された遺構群である。表土下の厚さ約 1mの灰白色砂、

その下層の造物を多量に包含する赤褐色粘土を除去して始めて土肱群のプランが確認された。すな

わち赤掲色粘土層は、土地群の覆土である。しかし、上層は比較的水平な層位を示しており、赤褐

色粘土層の一 部はあるいは整地時の土層の可能性も考えられる。

形状、規模とも不規則で、すべて切り合い関係にあるが埋土などの状況から一時期の仕事と考え

られる。いずれも地山ロームを深く掘り込んでいることより、黄、赤褐色土を得んがための土取り

穴と考えられる。土取り穴の性絡としては、外郭線と近接した位置関係から、昭和49年度第14次調

検出土J広群同様築地築成のための土取り跡、あるいはそれに準ずる遺構と考えられる。

5K土t広群出土遺物 (第48図 図版27、28)

取り穴覆土より多量の遺物が出土した。各層ごとに上層から述べることにする。

赤褐色粘土層 (第48図 1~12 図版27)

1~8 は須恵器、 9 は赤褐色土器である。 1 は、丸底風を呈し、回転へラ切りである。胎土は小

粒を多量に含み、器表面にも多く露出してし、る。底部には rXJ の窯印と考えられるへラ記号が

ある。 2~6 は回転へラ切りで切り離された再調整の施されない土器である。 4 、 6 は比較的器

が高く赤褐色に変色していることより再加熱を受けたものと考えられる。 7、 8は台付杯である。

8は、径 1mmの小石粒が表面に多くみられる。

9は赤褐色土器である。回転糸切り後の再調整はみられない。体下半部に横位に墨書があり「楕」

と判読できる。
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第48図各層位出土土器

溝状遺構埋土出土
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石製品 (第48図10. 11 図版27)

10は、緑色凝灰岩の砥石である。穴は穿れていなし、。 11は石俸の頭部である。
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第49図墨書i専

炭混じ り赤褐色粘土層 (第48図12-24 図版27)

12-19は須恵器である。

12は、体下端から底部全面にかけてきめ細かし、回転へラケズリ調整を施しており、切り離しは不

明である。底部にrXJと思われるへラ記号がある。13は、静止糸切りで切り離した後に体下端から底部

周囲巾 1.5cmにかけて回転へラケズリ調整を施している。 14. 15は、回転へラ切り後の再調整がな

されない土器である。 14は「ーJか rXJ、15は「手」 のへラ記号が各々底部にみられる。 16、17はム

付杯である。 17は胎土、器表面の粒子が多く、あたかも砂を塗りつけた如くにみえる。

18は円面硯である。脚部の上部は二条、下部は一条の沈線が横位にめぐり 、 さらにその沈線聞を

条の縦の沈線によって区画している。全体の七分ノ ーの遺存でしかないが、縦の沈線は 7本で透

しはないものと考えられる。

19は、斐の口縁部である。口縁部直下に五条の櫛目波文が認められる。

石 製 品 (第48図20-24 図版27)

すべて緑色凝灰岩の砥石である。

20、22は上端に小孔を穿 っている。 21は、上端を片面から約 3mm、下端は両面からそれぞれ小孔
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を穿つベく作業を行な っているが、レずれも1't通するまでに至っ てし、ない。 23、24は小孔を穿 って

いない。

最下層(粘質性灰青色砂) (第48図25~30 図版28)

25~28は須恵器である。

25は、灰白色の硬質な焼成である。底部を回転糸切りで切り離した後、周囲約 1cmの巾で手持ち

へラケズリ調整を施している。また底部ほぼ中央には rXJの窯印と思われるへラ記号がみられる。

27は大型の椀である。体下端から底部全面にかけて回転へラケズ.リ調整が施されてし 、る。 焼成に特

徴がみられる。すなわち器肉断面は、灰白色を呈するが、内外面は黒色に焼成されてし、る。従 って

般的な焼成による須恵器と比較するとやや軟質である。焼成技法、色調は、秋田減で多く出土す

る黒色化 された瓦と酷似する。

鉄製品

28、29はし、ずれも茎部分が欠損した鉄鉱である。先端部は厚さ約 2mmの偏平を呈する。

以上の他に、同土取り穴覆土から出土した遺物に次の二点がある。

1つは、鉄津塊である (図版 28)。 挙大の鉄棒数個と、 長径約22cm、短径約19cm、重さ約8kg

の鉄塊が二個出土して いる。

他の 1つは、墨書埠である (第49図 図版28)人名「建部友足」、 「大田部為麿」や、郷名「ー・

面郷J 等が判読できる。 r・・・面郷J については、武蔵国に「川面郷」の郷名がみられる。

小松 正夫

V 考察

住居跡と建物跡の年代について

第21次調査では竪穴住居跡11軒と建物跡 5棟、ピット群を倹出した。以下、住居跡、建物跡の年

代について若干ふれてみたい。

1)住居跡

第21次調査で検出した住居跡は11軒で-あるが、 SlO03は前回の国営調査で発掘されており、

では10軒の住居跡について若干述べてみたい。

出土遺物の面からみると、 SI303、 SI307、 SI308、 SI309からは回転糸切底の土器はま ったく

なく、すべてが回転へラ切りで再調整のない須恵器杯であり、床面、カマド内から出土している。

また SI303では回転へラケズ.リ調整のある須恵器杯もみられる。以上のことからこれらの住居跡は
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9世紀前半~中頃に位置すると考えられる。

SI306では、床面、カマド内から回転へラ切りで再調整のない須恵器杯が出土しており、糸切り

底のものや、赤縄色土器はまったく含まなし、。しかしながら秋田域では比較的新しい時期と考えら

れる赤補色土器に伴なってみられる土師器聾が出土している。 SI305ではカマドに補強材として用

いられた格子日瓦が出土し、埋土からは赤褐色土器で再調整のないものが出土した。格子目瓦はこ

まで秋田城では、上層から出土することや、築地崩壊土瓦層からは出土しなレこと、また同型lの

格子日瓦が出土した羽白目遺跡 (註 1)では糸切り底須恵器杯と伴出している(註 2)。秋田城の

築地崩壊年代は崩壊土中から瓦と伴出した回転糸切り 、内黒土師器杯からみて 9世紀後半頃と考え

てし、る (註 3)0 S1311、 SI312からは埋土より回転糸切り再調整のなし、赤褐色土器が出土してい

る。これら住居跡の年代については、上述した土師鵠護、格子目瓦の時期が今一歩明確に捉えられず、

赤褐色土器もすべて埋土からの出土であることから、ここではSI303、 SI307、 SI308、 SI309よ

りも新しい時期であると い うことでとどめておきたし、。

次に遺構の面からみると 、第17次調査では、住居跡の方向、規模、カマドの位置等に規則性がみ

られ、同時期の住居跡はほぼ同じ特色を備えていた (註 4)。しかしながら今回検出した住居跡群

では住居跡 どうしの重復は認められないが、規模、 プラン 、カ マドの位置等もまちまちであり、時

期による規則性は特に認められないと思われる。

2) 建物跡

第21次調査で検出した建物跡 5棟はすべて掘立柱建物跡である。 S8313の一部は前回の国営調査

で発掘されており、 3間X5聞の櫓状の建物跡として報告されている。今回の調査で-は新たに掘り

方が確認され、精査したところ、実は 2間X5聞の総柱の建物であることが判明した。 S8316とS

8318は調査区外に延びており全容を把渥するに至らなかった。

これら 5棟の建物跡からは年代を考え うる造物の出土はほとんと'なく 、わずかにS8313東梁行掘

り方内より須恵器台付杯の破片が二~三片出土しているだけである。しかしながらこれらの建物跡

はL、くつか重複しており、さらに住居跡とも重復関係にある。以上のことから建物跡の新旧関係、

らに住居跡の年代と関連して建物跡の下限年代がある程度把握できる。以下述べてみたい。

建物跡ではS8313の西梁行の南側掘り方及び西から2列 目の掘り方がS8316、S8314をそれぞれ

切 っている。またS8314はS8315、S8316にそれぞれ切られていることが判明している。これらの

ことから建物跡は古い順にS8314→ S8316→ S8313、S8315、S8318とし、う変遷が考えられる。

S8313、S8315、S8318については重複関係がなく詳細については不明であるが、 S8315、S8318

は建物の方行がほぼ同位であり、また掘り方の大きさもほぼ同じことから考えて同時期の建物と思

われる。

次に住居跡との関連からみると、 S8313は掘り方の一部が SI303の床面で検出されたことからSI
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307に切られており、さらにS8314はSI303によって切られていることが判明している。以上の関係

から建物跡の年代を考察すると、(1)で上述したように SI303、 SI307の年代は 9世紀前半~中頃と

把握しており、少なくとも SI303に切られている S8313についてはその下限年代は 9世紀前半~中

頃以前と考えられ、 S8313に切られている S8314、S8316についてはさらに古いものと考えられる。

註 1 秋田県南秋田郡昭和町 羽白 目遺跡

註 2 昭和町教育委員会「羽白 目遺跡J 昭和42年

註 3 秋田市教育委員会「秋田減跡発掘調査概報」昭和48年

註 4 秋田市教育委員会「秋田城跡発掘調査概報」昭和50年
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図版 2 第21次調査上遺構全景西 (南から )

下遺構全景東 (南から )

S 8318建物跡 (南力、ら )

ピッ ト群



図版 3 上 S 8313建物跡 (東力、ら)

下 S 8314建物跡
(北から )

S 8315建物跡

S 8316建物跡



図版 4 上 SI303住居跡 (西から)

下 SI304住居跡(西力、ら)



図版 5 上 SI305住居跡 (北から )

下 SI306住居跡 (北から )



図版 6 上 SI307住居跡 (南から)

下 SI308住居跡(西から)



図版 7 上 SI309住居跡 (北から )

下 SI310住居跡 (東から )



図版 8 上 SI311住居跡 (南から)

下 SI312住居跡 (南カ、ら )



図版 9

SI303 

カマド

(西力、ら)

SI307 

力マド

(南から )

SI306力マド (ヰヒから )



図版10

SB314建物跡

掘り方断面

SB314建物跡

掘り方断面

SB314、316、317建物跡

掘り方断面



図版11

上 SI306和間関弥出土状態

中左 出土和同開弥
右 SI306カマド前庭

出土炭化果核

北側トレンチ及び
国営調査トレンチ
(南から )



図版12 第22次調査全景上 (西から )

下 (南から )



図版13 上 SE325井戸跡 (北から )

下 SK332、 336~ 343土i広 (南西から )



図版14 上 SK344土ほ (西から )

下 SK333、334土地 (南カ、ら)



図版15 上 SD347溝跡 (西から )

下調査地北西部スクモ層 (南力、ら)



S K338土拡出土須恵器長頚壷

図版16

SK332土地

、由物出土状態

SK338土城

遺物出土状態

S K338土拡出土須恵器小型壷



図版17 上第23次調査地全景 (南力、ら )

下 SF350A・B築地寄柱 SB351 A・B建物跡
SD355溝跡 (南東力、ら)



図版18

上 SK356-365
土地群
(東カ、ら)

下 新しい土取 り
(北か ら)



図版19

上 SF350築地
中 寄柱断面

下 S8351A・B
S8352建物跡
掘り方断面
(南力、ら)

代、



図版20 第21次調査出土遺物 1 SB313出土

2 -14 S I 303出土 15・16 S I 304出土

げ SI305出土 18-23 SI306出土



図版21 I ~ IO 

SI306出土



図版22 1 ~ 5 S I 306出土 6 ~ 12 S 1307出土

13 S I 308出土 14~ 17 SI309出土

18 SI310出土



図版23 第21次調査各層位出土遺物



図版24 第22次調査出土遺物

6 SK331出土 3、8 SK337出土 4、5、10、13 SK338埋土出土

1， 9， 12、15 SK338床面出土 2、7 SK344出土 11 MR-79グリ ッ ド落込み出土

14 SD347出土



図版25 1，4，6 SK 338床面出土

2、 3 SK344出土

5 MR-79グリッド落ち込み出土

7 SK332出土



図版26

第22次調査

各層出土遺物

3， 16 

赤褐色土層出土

8， 9. 17. 18 

黒色土層出土

1. 14. 15 

黄褐色砂層出土

2 ， 4 ~ 7 ， 1 O~ 13 

灰白色粘土層出土



1 -~ 11 

赤褐色粘土層出土

図版27 12 ~ 24 

赤褐色粘土 (炭混り )出土

第23次調査

各層出土遺物



1 ~ 8 

最下層(粘質性灰青色砂)出土

7 

新土取穴出土

8 

S 0355埋土出土

9， 10 

赤褐色粘土層出土

11 

墨書博

図版28
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献
=
虜
知
九
人
↓

申
午
園
周
サ
中ハ

ノ

テ

シ

タ

天
平
五
年
十
二
月
己
未

O
十
二
月
己
未
.
出
mm
柵
遜
副
置
於
秋
田
村
高
清
水
附
一
叉
於
・
雄
勝
村
-
建
v

郡
居
v

民
鴬
。

紀

本

十
ア

，.-，. 

統

本
紀
〕

760 

O
丸
部
足
人
解
純
一川腕一川一州制

天
平
宝
字
四
年
三
月
十
九
日

O
コ

ノ

文

、
宇
而
-
一

・1
丸

部
足

人
L

ト

ア

ル

朱

印

凡

ソ

三
十

町

ア

9

丸
部
足
八
路
ミ
ミ
ミ
死
罪
E

E

謹
解

申
曾
寸
者
御
足
下

足
人
正
身
常
御
馬
従
仕
奉
思
、
然
有
不
私
生
江
臣
古
万
呂
御
産
業
所
他
人
使
乍



(

駈

)

足
人
安
人
等
、
然
者
郡
司
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一
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言
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右
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岡
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狭
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等
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符
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。
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司
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仔
=
此
情
-
歴
副
問
秋
倖
弁
百

姓
等
-
具
品一一
口
申
彼
此
利
害
一

〔統
日
本
紀
〕

十

804 

廷
暦
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介
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介
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熟
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。
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憂
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猷
術
欝
。答
徴
之
債
不
v

招
而
襲
。
如
v
開
。

-3-

出
勿
園
地
震
第
v

尖
ω

山
河
致
v
純
愛
e

城
宇
和
腕
投
。
人
物
損
傷
。
百
姓
無
事
奄
遭
a

非
命
一
誠
以
政
道
布
v

断
。降

=斯
震
謎
一
般
之
寡
徳
。怒

=

乎
天
下
一静
念
=廠
答
一
甚
倍
昌納一
隆一
夫
漢
朝
山
崩
。
務
-修
徳
-
以
嬢
v

尖
。周
郊
地
震
。戚
=善
苦一
口
-而
明
v

怠
.
然
則
魁
v

己
済
v

民
之
進
。何

能
不
v

師
v
古
哉
。所
以
特
降
a

使
民一
就
加
・
存
撫
一
其
百
姓
居
業
震
陥
者
。使
等
輿
・
所
在
官
吏
-
議
量
。股

=嘗
年
租
調
-
弁
不
v

論
・
民
夷
一

開
・
倉
康
-
娠
一給

a

助
副修
屋
宇
一

勿
v

使
v

失
v
職
。魅
亡
之
倫
早
従
・
葬
埋
一務
施
a

寛
恩
一
式
m
m
s朕
意
一

〔頬
衆
国
史
〕

'じ

830 

天
長
七
年
間
十
二
月
廿
六
日

太
政
官
謹
奏

増
副加
出
勿
園
官
口貝
-事

大
少
目
各

一
員
特
同
一一J
M



史
生
四
回
貝
旬
開
一一万

右
-
彼
園
守
従
五
位
上
動
六
手
少
野
朝
臣
宗
成
等
一
解
笥
比
四
間
一
頃
年
月
日
清
盆
倉
庫
が
時
折
-子
町
駅

-寒
錫
反
繁
一又
雄
勝
祈

即
凶
苓
域
及
園
府
戎
-
卒
未
v
ぶ
げ
関
門
猶
閉
・
配
・
此
数
-
庭
園
司
少
v
口
馬
方
今
雛
a

干
支
不
v
動
遁
域
一
帯
売
が
材
一狼
野
心
不
v

可
v

不
v
懐
。
望

請
-
准
a

人
致
活
副
加
官
員
-
者
・
聖
人
怠
一
致
沿
革
在
・
於
遁
'
時
・
一克
后
臨
v

民
法
令
胤
貝
・
於
罪
物
・
然
則
雄
a
設
v

級
ム
ザ
官
銃
媛
-
イ
奮
典
一
而

ゆ
船
リ
以
且
改
易
・
事
一
蹄
・
乎
財
威
一
臣
一
等
商
量
研
n
v
定
如
v
右
。伏
聡
・

天
裁
一
議
以
時
間
。謹
奏
。
聞
.

天
長
七
年
間
十
二
月
廿
六
日

〔
類

取

水

代
格
〕
五

850 

一
)
内
山
.お
い
紫
極
高
映
遁
「
亭
毒
而
不
ν
言
.
糞
屋
働
時
居
.
播
=
恵
愛
-
而
無
v
特
。
故
助
華
絵
ν
燭
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A
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蒸
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暢
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.
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城
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。
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.
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濁
作
-
母
臨
一
何
僻
・
於
鐙
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光
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司
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日
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.
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図
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五
位
下
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朝
臣
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世
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騨
上
奏
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倖
叛
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@
今
月
十
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日
焼
副損
秋
田
城
弁
郡
院
屋
合

城
漫
民
家
一
例
且
以
・
銭
兵
-
防
守
.
且
徴
出張
諸
郡
軍
一
』
勅
符
目
。
得
昌
一
彼
園
今
月
十
七
H
一
奏
欽
一
既
知
。
夷
虜
伴
逆
。
吠
副
焼
減
ロ
巴
一
犬

羊
狂
心
.
暴
建
策
v
健
不
v
加
・
追
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一
何
有
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懲

dm事
情
伊
量
後
畠
精
兵
一
桁
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喉
問
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時
在
・
農
要
一
人
事
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種
一
若
多
動
v
衆
・
恐
妨
a

民

務
一
夫
上
兵
伐
v
謀
.良
時
肝
不
v
戟
.
巧
設
a

方
略
一
以
安
事
也
氏
一
亦
別
有
品
一
勅
符
一
下
-
陸
奥
圏
一
若
嘗
図
之
兵
力
不
v
足
v
制
者
.
早
告
・
陸
奥
一

令
。
其
赴
救
一
九
鐙
新
之
心
.
候
v
時
而
動
。
雄
v
云
a

醜
類
之
可
v

責
。
抑
亦
園
宰
之
不
v
良
。
宜
v
施
目慰
傑
之
化
一
以
遁
曲
岡
山
鹿
之
乱
一
」
叉

勅
副
符
陸
奥
図
司
-
目
。
得
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勿
図
今
月
十
七
H
奏
紋
-俗
。
逆
賊
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乱
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出
焼
城
ロ
巴
-者
。
爾
図
接
v
墳
。
非
常
峨
v
知
.
若
無
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州
一
何
倫
・

不

良
一宜
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饗
粛
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録
画
一
内
一
亦
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出
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ω
図
京
市
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・
援
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公
随
後

且精
勇
一
際
v

時
赴
救
.
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貴
a

紳
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一
罪
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逗
留
一
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・
業
告
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。
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事
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元
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四
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四
日
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日
.
出
mt
園
守
正
五
位
下
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原
朝
臣
奥
世
飛
騨
奏
言
。
秋
田
郡
城
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官
合
民
家
。
錦
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賊
所
圃
焼

C-之
紋
.
去
月
十
七
日
上
奏
。

販
後
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n

機
縁
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六
位
上
小
野
朝
臣
泰
泉
.
文
室
異
人
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等
一
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以
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精
兵
一
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域
合
戦
。
夷
黛
日
加
.
彼
血
熱
我
寡
。
城
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郡
両
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合
宅
。
皆
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幾
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.
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人
物
不
v
可
・
勝
計
一
此
園
収
納
依
多
在
国
彼
城
一
皐
v
城
焼
壷
.
一
無
v
所
v
取
.
加
v
之
去
年
不
v
登
。
百
姓
飢
弊
。

差
副接
軍
士
一
曾
無
a

勇
敢
一
望
論
隣
図
援
兵
劾
v
カ
襲
伐
.
』
勅
符
臼
.
重
得
一奏
放
一
具
知
-
賊
勢
縛
盛
一
痘
食
浸
淫
。非
常
之
事
。
純
度
態
難
v

量
。
能
加
a

防
混
一
莫
v

令
-
滋
背
芳
一
去
月
廿
九
日

勅
符
下
・
彼
園
-詑
.
計
也
慮
v

到
.
亦
同
日

紡
符
.
下
回
陸
奥
圏
一
A

H
av

英
赴
救
一
A
1
重

勅
園
陸
奥
圏
一
後
・
兵
二
千
一
宜
'首
尾
合
戦
及
早
禽
獲
。
務
壷
=
上
策
一
定
申
我
下
仕
一
』
叉
下
・
勅
符
於
陸
奥
園
-日
.
重
得
・
出
溺
園
奏
放
-

俗
。賊
勢
縛
盛
.
衆
寡
不
v
峨
.非

v
有
a

救
兵
一
難
v
可
-
濁
制
-
者
。事
既
非
常
.
或
恐
v
生
v
雌
均
算
予
精
勇
二
千
一
星
火
馳
救
一禽
v
敵
有
v
期
.



失
v
機
遺
v
悔
.
兵
家
所
謂
疾
富
不
v

及
v

掩
v

耳
也
.
若
致
-
逗
留
一
慮
以
・
重
科
一
亦
某
所
v

後
之
什

h

各
俺
・
路
緩
一
初
演
'
嵯
=
図
司
抜
目
各
一
・

人
-
押
刷
領
其
事
一

〔三
代
実
録
〕

二
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元
慶
二
月
四
月
二
十
八
日

O
廿
入
日
焚
巳
。
山
初
園
守
正
五
位
下
藤
原
朝
臣
興
世
飛
騨
奏
言
。
賊
徒
弥
織
.
不
v
能
a

討
平
一
且
差
・
六
百
人
兵
一
守
-
彼
陰
口
野

代
符
一
比
v-
全
s

焼
山
一
有
・賊
一
千
伶
人
一
逸
副
山
山
官
軍
之
後
一
殺
山路
一
五
百
徐
人
一
般
締
者
五
十
人
。
城
下
村
色
。
百
姓
盛
合
。
第
且賊
所
a

焼
損
-

者
多
。
』
郎
日

勅
符
臼
.
賃
得
-一奏
欽
一
具
知
且凶
類
滋
首
芳
殺
副略
良
民
一
後
v

兵
以
来
。
望
v

有
・
成
効
一
而
今
官
軍
致
v

敗
。
賊
徒
作
v
気

e

周
v

兵

之
進
.
堂
若
v

比
乎
.
今

勅
=
上
野
下
野
等
同
一
各
竣
a

兵
一
千
一
亦
重

幼
s

陸
奥
岡
一
点HA
以
=
緩
救
一
一且
'
合
-一三
閲
兵
二
時
検
滅
一
九
軍

陣
之
法
。
必
有
a

注
一同一
一
議
事
大
小
。
皆
在
=
目
前
一
察
=英
一
例
令
。然
一闘
a

成
敗
一
A
1
所
v

上
奏
獄
。緊

F
省
略
一胡
域
安
隔
。
貌
閥
天
理
路

遠
事
疑
。
非
v

可
ε

指
問
一
必
須
v

事
無
圃E
釧
一
委
曲
記
録
。ムザ

A
V

可
a

知
見
一
老
弱
在
v

行
。耕
穏
厳
ν

務
。早
休
=
染
鍔
之
努
一
嘗
v

崇
a

集
弓
之
化
一
」

-6ー

勅
副符
陸
奥
図
-目
。
得
=
出
勿
図
今
月
十
九
日
奏
放
-
俗
。絞
泡
未
v

卒
。
戎
士
多
波
。読

a
m

切
彼
圏
一
巳
及
・
五
度
一
而
多
経
-旬
日
一
未
v
有
a

来

救
一
孤
城
拒
守
。
事
的
変
難
v
測
者
。
今
如
-
来
奏
一
甚
似
a

惰
慢
一
般
有
=
常
府
之
不
良
一
何
忠
=
隣
境
之
危
念
一
〔
且
'
早
差
出
後
丘
〈
二
千
人
一
膝
v
機

奔
.救
。
啓
v

心
同
v

力
。
撲
ゐ
川
一
級
気
一
若
重
論
柑
引
。図
有
・厳
刑
一
法
施
=
彼
竹
之
勢
一
勿
v
胎
a

反
水
之
悔
一
』
叉

勅
副符
上
野
下
野
商
圏
-
日
.

得
・
出
m
初
闘
岡
阿
川
凶
同
一奏
一
己
知
'
凶
新
制
気
盛
殺
副略
良
民
一
鼠
賞
後
狂
狼
反
無
A

v
己
。
不
v
加
昌利
及
何
慾
・
逆
心
一
宜
v

各
費
-
一
千

兵
一
星
夜
赴
救
。
表
裏
合
v

勢
.
腹
背
似
撃
一
九
隣
境
之
義
。貧
活関
a

相
俊
一況一於
a

閥
賊
一
何
不
・
北
(討
一
若
致
・
逗
留
一
論
v

之
如
v

律
.
亦
其
所
v

俊

之
士
。
各
俺
・
路
線
一
使
遁
z岡
一司
自
己
上
一
人
。史
生
若
口問
官

一
人
一押
刷
領
英
事
一
以
・
此
一
皐
之
兵
一
早
成
-万
全
之
計
一

〔三
代
実
録
〕

十
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元
慶
二
年
六
月
七
日

O
七
日
辛
未
.
出
羽
図
守
藤
原
朝
臣
興
世
飛
騨
奏
言
。
楼
嫁
小
野
泰
泉
。
文
室
有
房
等
在
-
秋
田
径
一
去
四
月
十
九
日
.
這
・
最
上
郡

擬
大
飯
伴
貞
道
。
符
魁
玉
作
宇
奈
・
燈
一
賂
a

官
軍
五
百
六
十
人
一
慣
例
副雄
一
賊
類
形
勢
一
一
路
渇
・
賊
三
百
傍
人
-
合
戦
。
射
副
傷
賊
十
九
人
一
官

軍
被
v
傷
七
人
。
貞
道
中
国
流
矢
-
而
死
。
廿
日
賊
衆
増
加
。一小
v
可
・
相
敵
一
曾
v
幕
戦
罷
。
引
v
軍
還
v
管
.
明
日
凶
徒
挑
来
接
戦
.
賊
死
者
五

十
三
人
。
窮
者
品
川
人
。
官
軍
死
弁
第
演
者
廿
一
人
.
奪
副
取
賊
弓
品
川
一
.
靭
廿
五
.
襖
十
七
領
一
米
穀
務
稲
亦
復
有
v

数
。
焼
a

賊
底
合
十

二
一
生
虜
七
人

e

官
軍
疲
極
。
射
矢
亦
査
。
図
引
這
v
答
。
今
月
七
日
重
遁
・
宇
奈
麻
呂
一
登
v
高
候
望
.
俄
爾
遇
v
賊
。
抜
v
級
相
問
。
斬
ν

首
二

級
。
字
祭
麻
呂
波
・
於
賊
手
一
英
後
有
・
倖
囚
三
人
-
来
言
.
賊
詩
且
秋
田
河
以
北
第
・
己
地
一
夏
有
・
賊
五
人
一
着
目
甲
宵
-
伏
副
隠
草
中
一
遺
・
軽

丘
〈
百
徐
人
一
迫
射
副
殺
三
人
一
奪
回
鞍
馬
弓
矢
靭
鋭
苓
物
-
有
v
敏
.
自
後
賊
徒
狼
盛
。
侵
凌
不
v
息
。
官
軍
征
討
.
未
v

由
・
催
滅
一
」
是
目
。
重
飛

膝
言
日
。
権
介
藤
原
朝
臣
続
行
。
機
縁
小
野
泰
泉
。
文
室
有
房
等
.
進
歪
・
秋
田
醤
城
一
蓄
v

甲
積
v
根
。
陀
奥
押
傾
一聞
大
嫁
藤
原
梶
長
十
「守

- 7-

所
v
滞
緩
兵
。
与
-
本
園
兵
卒
・
合
五
千
株
人
.
表
在
・
城
中
一
賊
出
-
不
意
一
四
方
攻
図
。
官
官
ヰ
カ
鞍
.
賊
勢
縛
盛
。
権
介
続
行
手
戦
敗
而

断
。機
縁
心
付
房
川
知
死
而
戦
。
殺
=峨
紛
糾
人
一減
'
米
中
--左
岬
一
一
被
v
掛
帰
途
.胤
J
阜純一
--後
継
一捻
v
身
逃
師
。
様
介
続
行
男
。
従
v
軍
在
v
戦
。及
権
部
時

削
紳
版
直
雄
並
戦
而
死
。
甲
山
円
三
百
飯
“米
検
七
百
候
。
袋
一
千
係
。馬
一
千
五
百
疋
。議
録
=
賊
所
'
取
。
自
除
箪
・
質
限
付
依
什
物
。
一
-
無
-

在
存
者
一

〔三
代
実
録
〕
三
十

m
元
慶
二
年
六
月
十
六
日
是
日
・
出
須
固
守
藤
原
朝
臣
奥
世
飛
騨
奏
言
。
賊
鋒
強
一
位
。
日
増
且
服
務
慢
一
咽
副
守
管
所
一
続
無
a

去
意
一官
軍
畏
一
儒
・
只
-率
一逃
散
一
陸
奥
軍

士
二
千
人
.
抑
領
蘭
同
一縁
藤
原
梶
長
苓
。
縞
求
・
山
道
一
皆
蒸
逃
亡
。
』
印
日
勅
符
目
。
重
有
=
来
奏
一
具
得
且
事
趣
一
依
a

先
日
奏
一
遺
圃
随
一
奥

鎮
守
般
府
軍
小
野
朝
臣
春
風
.
権
介
坂
上
大
宿
祢
好
蔭
寺一
各
領
且
精
勇
五
百
人
一
日
夜
赴
v
彼
銃
畢
.
事
具
園
前
符
一
亦
依
・
今
日
奏
一
夏



下
=
陪
奥
圏
一
迫
副叩返逃
C
兵
士
二
千
人
一
図
宜
v

知
v

之
。
卒
園
其
虎
族
一
欄
=彼
烏
合
一
嘗
'
奉
a

王
師
之
威
一
早
験
申
凱
錦
之
効
一
』
又
勅
山符
陀

奥
閣
-
目
。得

=出
羽
川
閤
奏
-
俗
.
逆
虜
縦
逸
.
神
鋼
暴
日
装
。
彼
図
箪
士
二
千
人
願
望
逃
v
敵
。
c
b山
本
闘
-
者
。
断
v
勢
制
v
勝
。
白
有
a

其
方
一
而

今
各
重
a

身
躯
一
無
ν

意
=
掠
戦
一
線
資
=醜
類
一
カ
屈
且凶
威
一
堂
一
間
二王
者
之
師
一
白
飴
=
敗
軍
之
恥
二
且
白
一史
選
L
A
図
司
主
典
己
上
精
強
了

v

事
者
一
令
且領
事彼
亡
締
二
千
兵
一
早
入
・
出
初
一
若
彼
逃
亡
人
等
。
未
a

護
川町
集
-者。

更
簡
・
夏
丘
公
・
加
副足
前
数
一
・
夫
賂
ω
早
死
v

絞
ω

諒
v

之
無

v

救
。
故
目
。有

=前
一
尺
一
無
・
却
一
寸
一
一且
'
知
・
此
怠
一
喰
・
夫
兵
士
プ
タ
注
目
白
知
一
若
重
亡
締
者
。
以
=
軍
法
-
従
v

事
。

〔三
代
実
録
〕
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元
慶
二
年
七
月
十
日

O
十
日
奏
知
。出
規
園
飛
膝
奏
目
。
正
五
位
下
守
右
中
弁
粂
権
守
藤
原
朝
臣
保
則
到
v
園
.
察
・
向
前
之
行
事
一
運
・
行
軍
之
霧
策
一
遁
z

権
橡
文
室
異
人
有
房
。
左
衛
門
機
少
尉
粂
権
嫁
清
原
作
望
.
上
野
押
領
使
権
大
橡
南
淵
秋
郷
等
一
筆
・
上
野
園
児
到
兵
六
百
除
一
屯
=

秋
田
河
南
一
拒
申
賊
於
河
北
一
叉
秋
田
城
下
賊
地
者
。
上
津
野
.
火
内
。
植
淵
。
野
代
.
河
北
。
版
本
。
方
口
。
大
河
。
提
。
妨
刀
.
方
上
.
焼
間
十
二

-8-

村
也
.
向
化
符
地
者
.
添
河
.
覇
別
.
助
川
三
村
也
.
A
T
Z
此
三
村
倖
囚
弁
良
民
三
百
徐
人
一
拒
'
賊
於
添
河
一
次
攻
・
雄
勝
一
後
略
m
v
侵
v
府
。
其

雄
勝
城
羨
a

十
道
-
之
大
衝
也
。
園
之
要
注
向
。
尤
在
・
此
地
一
白
這
s

左
町
内
大
允
藤
原
滋
賞
。左
近
衛
府
曹
粂
権
大
目
茨
回
点
「
観
、額
等
一
以
-

雄
勝
。
卒
鹿
。山
本
三
郡
不
動
穀
一
給
且
郡
内
及
添
河
。務
別
.
助
川
三
村
伊
囚
一
慰
副
喰
其
心
一
令
・
相
周
勉
一於
v

是
倖
囚
深
江
川
叩
白
川
仕
。

玉
作
正
月
股
等
。
誘
副率
三
村
伊
囚
二
百
除
人
一
夜
襲
殺
・
賊
一
入
十
人
一
銭
a

某
緩
食
合
宅
一
戚
畠
岡
山
資
-
也
。或
一否
。
津
脈
問
地
夷
秋
或
岡
。
或

不
v
問
。
若
不
v
同
者
。
以
a

上
野
閣
箪
…
時
前
v

得昌
一討
滅
一
途
問
者
。
錐
・
大
兵
-
難
v
可
・
級
制
…
上
野
。下
野
。陸
奥
三
園
箪
士
。惣
四
千
人
。
其
陸
奥

中単
・
先
鋭
亡
舗
。
上
野
五
且
一然
六
.白
伶
人
.
下
野
菜
叫
ν

入
ユゆ
首
一
未
v
知
=強
弱
一律
聴
夷
待
。
英
黛
多
v
理
不
v

知
a

幾
千
人
一
天
一性
労
批
.
常

事
=捌
自
戦
一若山述
昌逆
以一
汎
(
鋒
難
v
嘗。
詩
一倒
一一常
隙
武
蔵
雨
図
軍
合
二
千
人
一以
誠
硲
…
非
常
一』
是
目
。
勅
符
目
。去
月
廿
入
日
泰
獄
.
今



日
到
来

J
M

峨
中
消
息
。
委
曲
具
至
。
お
-茶
事
貫
一
足
v

可
-
見
知
一
夫
以
=
夷
秋
-
攻
-
夷
秋
-
者
。
中
国
之
利
也

ω

今
覧
=
来
奏
一給
=雄
勝
郡
符
囚
一

以
-官
米
穀
一
多
彼
a

賊
徒
五
回
一
此
一
挙
。計
之
上
者
也
。
亦
・
釆
奏
以
銭
。
津
軽
夷
成
。
天
性
危
獄
。
若
蓮
昌
凶
級
一
質
潟
v

難
v
制

a

寒
一下
流
一一一一
口。

南
北
異
口
。
或
一
玄
既
同
。或一
五
未
v

問
。訪
竣
・
常
陸
武
威
等
闘
兵
一
倫
=
其
非
常
一
出
=
於
不
意一
-A
1
如
s

奏
紙
一同
否
未
ν

審
。
若
刷
本
不
v

同
者

d

所
v
~
牟
見
丘
〈
可
v
得
E

催
破
一
加
v
之
小
野
朝
臣
春
風
。
坂
上
衣
宿
祢
好
蔭
等

a

各
傾
且
精
兵
一
行
常
且
到
著
一
宣
'
待
共
征
振
証
(
威
武
一但
致

勅
-
諸
図
一A
H
V
簡
a

勇
士
一
若
有
a

危
念
一
馳
傍
上
奏
。
随
卸
差
賛
。赴
救
非
v
晩
。
務
蓮
昌
奇
策
一
撃
a

其
狂
心一
滋
賀
者
。
守
藤
原
朝
原
興
世
之

子
也
。
有
v
意
a

温
清
一
繋
行
在
v
彼
。
時
値
目
賊
乱
一
早
不
v
肯
v
港
。
有

v
勅
。使
A
7従
v

窓
也
.
」

〔三
代
実
録
〕

十
四

878 

元
慶
二
年
九
月
五
日

O
五
日
丁
酉
。

勅
副符
出
勿
図
司
-
目
。
得
・
入
月
廿
三
日
奏
放
一
具
知
国
消
息
一
初
所
引以
這
・
春
風
等
-
後
'
精
兵
A

者
。
第
v
赴
・
彼
園
之
念
一

而
今
京
市
奏
以
銭
。
賊
気
己
表
。
官
軍
思
v

筈
.
重
v
之
迎
v
軍
運
v
緩
.
第
v
煩
不
v
細
。
回
v
鼓
論
v

之
.
春
風
等
之
前
却
。
在
-
彼
園
之
強
弱
耳
，

- 9-

量
v
勢
施
v
計
。
不
v
得
a

迄
度
一
若
営
図
之
力
足
=以
制
-
v
賊
者
.
移
告
而
返
v
之
。
不
v

可
a

必
迎
引
一
且
津
煙
渡
嶋
倖
囚
等
所
v
詩
之
事
。以

v
夷

撃
v

夷
。
古
之
上
計
。
但
野
心
難
v
馴
。
動
静
易
v
襲
。
偶
生
・
他
意
一
後
恐
難
v
制
。
宜
v
量
=
事
勢
-
随
v
便
進
止
一
至
量子
饗
副曾
秋
倖
一
非
=
事
之

Ab-
者
也
。
若
弥
遊
園
賊
徒
一
勢
賜
不
v
晩
.
今
血
?
城
焼

C.無
v
慮
・
曾
取
娘
一
但
抜
a

有
功
者
一
加
=
英
賞
賜
一
足
・
以
一
翻
帰
戎
士
一
何
必
大
饗
.
夏

致
a

騒
動
-乎
。
且
其
殺
獲
生
禽
.
頗
知
v
破
v

賊
。
弥
以
勉
腸
.
速
成
・大
功
一
州
書
頻
奏
。
廃
使
麗
馳
。
務
施・
一中
v
定
之
策
二
臭
h

以
延
副引
歳

H 

J

二
代
実
録
〕

四

m
元
慶
二
年
十
月
十
二
日

O
十
二
日
甲
成
。
出
泌
図
司
飛
廃
琴一
一一口・
秋
田
勝
目
申
牒
俗
。入
月
廿
九
日
逆
賊
三
百
伶
人
。
来
--於
城
下
一
削
ア
見
a

官
人
-
仙
沼
侍
A
V

乞
v

降。

模
様
文
革
異
人
有
房
。
左
馬
権
大
允
藤
原
嗣
阻
滋
賀
二
人
。
軍
騎
直
到
=
賊
所
一
賊
一先
申
=
心
憂
一
次
乞
v
降
。有田
初
等
錐
v

不
v

被
・
明
詔
一



而
議
総
‘
其
降
一
旦
品
目
.
陸
奥
権
介
従
五
位
下
川
市
上
大
宿
祢
好
蔭
。
準
=
兵
二
千
人
一
白
a

流
儀
道
-
至
目
秋
田
管
一
賊
乞
ν

降
之
日

c

好
一
蔭
鼓

繰
而
来
。盛
述
-
旗
峨
一
亦
威
a

賊
勝
一
論
轟
之
嘗
時
一
似
v
有
-
遼
勝
一
叉
鎮
守
終
軍
従
五
位
下
小
野
朝
臣
春
風
.
九
月
廿
五
日
準
e

軍
四

百
七
十
人
一
家
出
着
秋
田
替
以
北
一
郎
言
目
。泰
風
重
合

v

認
。
先
入
国
上
津
野
一
致
副
喰
賊
類
一
皆

A
7降
服
一
賊
首
七
人
相
従
同
家
。
従
・

去
入
月
一
賊
降
之
獄
。相
績
不
v
絶
。
野
心
難
v
量
。抑
而
不
v
許
。
今
泰
風
白
入
・
賊
地
一
取
・
業
降
書
一
亦
其
合
豪
随
而
共
来
。以

v
此
見
v
之
.

知
v
有
圃
隆
一
心
一
但
義
従
倖
囚
等
申
云
。
奉
v
従
属
国
家
一
銭
・
賊
所
'
怨
.
若
不
圃
松
一
滅
一
後
必
相
報
。
仇
家
多
v
種
。
何
得
v
不
v
恐
。
加
之
乞
v
降
者
.

英
健
疎
慢
.
不
v
叶
-
奮
例
一

mH囚
所
v
陳
抑
有
v
道
。
泰
風
所
v
行
亦
復
不
v
常
現
。
臣
等
不
v
知
v
所
v
裁
。謹
狩
昌
明
詔
一

〔三
代
実
録
〕

十
四

m
元
慶
二
年
十
月
十
三
日

O
十
三
日
乙
亥
。

勅
副
符
一
出
m
m
図
司
-
目
。
得
・
今
月
日
奏
獄
…
具
知
・
賊
虜
乞
v
降
之
由
…
夫
兵
凶
戦
危
@
先
哲
煩
戒
。事
不
v
獲
v
巳
。
乃

用
v
之
耳
。
今
逆
虜
悔
v
遇
.
筒
欲
・
蹄
順
一
英
於
--
容
許
一
有
・
何
不
'
態
。
但
古
之
降
者
.
去
・
業
甲
兵
一
面
縛
待
v
命
。
裁
得
v
制
E

英
死
生
一
然

nu 

後
可
v
謂
且
降
伏
一
筋
降
之
法
.
若
岡
田
奮
制
一
早
速
容
受
.
飛
騨
奏
問
。
随
般
市
a

裁
決
一
若
懐
・
爾
鎗
一
言
与
v
事
異
。
奮
s

我
兵
威
二
拳
諒
滅
。
九

狂
賊
反
乱
。
第
v
損
甚
多
。
殺
副
略
良
民
一
焼
副
亡
城
邑
一
然
則
義
従
停
囚
之
言
。
不
v
可
v
不
a

反
覆
一
翻
m
v
徳
耀
v
兵
。
随
v
機
可
v
施
。
莫
'
信
=
某
虚

議
-
胎
静
岡
一
於
後
一

〔三
代
実
録
〕
三
十
日

879 

元
慶
三
年
正
月
十
一
日

O
十
一
日
辛
丑
.
従
五
位
上
守
左
近
衛
少
郷
粂
行
大
宰
様
少
武
藤
原
朝
臣
房
雄
策
・
少
威
一
少
府
知
v
故
云
々
。
嚇
一
一
ア
人
.
」
是
日
出

mm
図
飛
騨
奏
言
.
去
年
十
二
月
十
目
。
凶
賊
給
戸
返
滋
之
遁
一
致
・
束
手
之
請
…
便
事
護
所
・
掠
奪
-
回
申
サ
ニ
領
一
言
臼
.
所
v

取
申
肖
。英

家
不
v
少
.
任
昌
己
狂
心
一
脅
悉
裁
破
。務

v
身
約
裁
。
一
元
=
金
者
一
加
之
賊
類
或
入
品
奥
地
一
或
所
v
居
隔
遠

a

業
遺
甲
由
同
捜
求
追
進
。
於
v
是。

正
六
位
上
一附
一左
衛
門
様
少
尉
粂
権
捺
清
原
異
人
令
望
。左
馬
権
大
允
正
七
位
下
藤
原
嗣
岡
一
滋
賀
@右
近
衛
時
前
曹
粂
権
大
目
従
七



位
上
茨
団
連
貞
額
等
進
議
目
。
今
乞
v
降
之
賊
二
百
人
。
所
v
進
之
甲
廿
有
除
.
賊
黛
多
v
数
。
官
甲
巳
ゆ
。
野
心
難
v
測
。
疑
是
矯
飾
。
演
v

A
W
a

後
進
-
一
度
計
納
一
陸
奥
銭
守
崎
府
軍
従
五
位
下
小
野
朝
臣
春
風
議
目
。
春
風
自
入
・
賊
地
一
具
知
a

逆
類
悔
v

過
之
心
一
今
亦
蒙
副
犯

霜
雲
一
乞
v
降
懇
切
。
若
懐
目
疑
慮
一
抑
而
不
v
納
。
猶
且
去
v
逸
就
'
勢
。
非
v
所
副
以
幾
'
成
。
正
五
位
下
守
右
中
弁
粂
行
「
守
」
纏
守
藤
原
朝
臣
保

則
等
商
量
。
錐
且令
望
之
議
巳
有
a

道
理
一
而
春
風
之
謀
非
v

元
昌
便
宜
一

日
放
殊
加
国
慰
納
一
緩
国
主
(
鍛
詠
一
一
久
波
嶋
夷
首
百
三
人
。
率

a

種
類

三
千
人
話
相
a

秋
田
城
一
与
a

津
聴
倖
囚
-
不
v
述
v
賊
者
百
徐
人
。
同
共
鯖
副
首
棋
聖
化
一
若
不
属
労
賜
一
恐
生
a

怨
恨
一
白
v
是
遁
z従
五
位
下
行
機

介
膝
原
朝
臣
続
行
。
従
五
位
下
行
機
嫁
文
室
異
人
有
房
及
令
望
。
滋
賀

d

貞
額
等
-
努
饗
一

〔三
代
実
録
〕

ー卜
五
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元
慶
三
年
三
月
二
日
二
日
壬
辰
。正
五
位
下
守
右
中
弁
粂
行
出
初
権
守
藤
原
朝
臣
保
則
飛
膝
奏
言
白
。臣
保
則
等
。
謹
演
v

依
-
去
正
月
十
三
日
勅
符
旨
-

早
討
bv
虜
而
行
事
相
違
一小
v
能
畠
准
~
止
一
何
者
。
臣
等
所
v
賜
諸
園
之
丘
〈
千

λ
百
俗
人
。
上
野
下
野
雨
圏
各
入
百
人

ω

際
奥
国
返
還
散
卒

二
百
人
是
也
。
以
昌
此
輩
一
且
撃
副
彼
奥
賊
之
士
卒
一
且
討
副
芯
・
返
城
之
反
虜
一
次
演
'
重
論
E

諸
閤
之
兵
-
攻
ゐ
内
奥
賊
一
而
相
副
待
陸
奥
鎮
守

郷
軍
小
野
朝
臣
春
風
。
権
介
坂
上
大
宿
祢
好
蔭
多
之
問
。
未
v
有
v
所
v
定
。
於
v
是
.
賊
徒
進
-
愁
朕
十
徐
俊
一
隊
a

怨
.
放
之
由
一
詞
旨
深
切
。

甚
有
・
理
致
一
卸
弛
畠
法
禁
一
慰
・
英
菟
在
一
愛
古
老
苧
一一ロ
目
。
周
v
兵
之
道
。
尤
在
v
練
v
士
。
問
副
塞
其
後
一
出
征
入
休
。
動
静
去
「
静
」
留

d

莫
v
不
v
銭
v

此
。
叉
嘗
図
形
勢
。地
迫
-
北
陸
一
秋
天
多
v
雲
。
蛍
-
此
之
時
一
答
遭
難
v
侍
。
不
ν
如
v

選
副練
士
卒
-
修
込
一
幅
減
棚
一
相
劇
待
一
泰
風
等
之
京
市
一臣
等
刷
a

古
老
之
言
一
蓮
昌
諸
図
嘗
土
之
官
平
一
銭
・
上
兵
-
者
一
千
人
。
分
副
配
官
人
一
AH-v
其
努
賜
一
一
但
常
土
之
卒
。
縁
ν

元
国
甲
宵
一
不
v能
・
轍
進
一
交
雑
-

諸
園
之
軍
一
令
v
増
・
兵
衆
之
勢
一
「
英
中
国
下
兵
衆
之
勢
」
英
中
国
下
兵
備
夫

ω

役
玩
柵
乙
事
二
予
向
本
随
一
此
事
由
越
。
上
奏
先
義

九
笛
図
可
v
有
・
兵
士
銭
兵
千
六
百
五
十
人
一
而
承
前
図
司
。
元
v
武
二
人
一
今
計
-
諸
倒
見
留
乙
兵
二
本
v
及
=蛍
土
例
兵
之
欽
一
臣
等



定
・
城
下
-
之
後
殊
担
方
路
一
此
待
a

隣
兵
一
作
副
第
城
柵
一
軍
士
得
v

休
。
園
内
元
v
慮
。
英
後
賊
三
百
許
人
。
詣
E

秋
田
城
-
乞
v
降
。
錐
v

然
不
v

受
-
某
降
一
臣
一
等
図
有
v

所
v

議
ω

春
風
等
且
峨
昌
於
鎮
守
府
一
待
・
後
告
-
可
v

態
v
機
之
獄
。
馳
且
権
縁
小
野
春
泉
一
品
口
昌
泰
風
等
一
春
泉
禾
v

達
-

鎮
守
府
-
之
問
。
去
年
九
月
十
五
日
。
好
蔭
来
v

白
血
流
儀
路
一
廿
五
日
。
春
風
来
v
自
・
上
津
野
一
是
時
道
路
泥
深
.
風
寒
粛
烈
。
経
副
過
険
組
一

士
本
疲
勢
。
春
風
言
日
。
衡

v

認
之
目
。
伏
ヂ
塗
路
一
先
数
ゐ
酌
賊
類
一
必
令
=
降
伏
一若
不
v

革
-
逆
心
一
進
v

兵
討
滅
。
仰
奉
ユ
且

勅
旨
一
致
副

検
賊
徒
一
両
附
一筋
伏
。
相
随
到
来
。
至
誠
元
v

疑
。
不
v

可
圃
夏
討
一
臣
等
初
請
。
以
a

所
v

賜
之
兵
一
与
国
本
経
風
等
一
表
裏
合
v
勢
。
刻
v

日
一
討
卒
。
而

春
風
之
足
官
虜
庭
園

A
7降
-逆
黛
一
降
伏
之
後
.
夏
遊
園
官
軍
一
虜
誇
v

欺
v

己
@
殊
死
而
戟
。
其
鋒
難
v
制
。
登
尾
施
v
毒
。
亦
賊
地
隆
狭
。
潜
遁

多
v
絡
。
以
=
此
小
軍
一
難
ν

可
a

轍
一
赴
一
故
随
a

春
風
言
一
暫
停
回
征
伐
一
娠
後
賊
類
亦
来
誇
v
降
。
返
副
進
官
物
一
臣
等
依
a

彼
来
降
一
漸
計
=
利
害
一
征

戟
之
弊

e

非・
μ
ハ
一
途
一袋
、
去
延
暦
年
中
被
v
下
=
蛍
迫
-
陣
国
一以
二
万
三
千
六
百
人
-
第
二
軍
一
一
分
作
・
三
軍
一
輪
重
人
百
人
。鎗
夫
ニ

-12-

千
人
.
而
今
上
野
下
野
爾
閥
之
軍
千
六
百
人
。
翰
重
捻
夫
二
千
除
人
。
好
蔭
所
v
準
之
兵
五
百
人
.
輸
重
傷
夫
千
伶
人
。
因
v

比
言
v

之。

多
逮
s

府
間
例
一
中
間
之
軍
。
七
月
到
着
。
陸
奥
之
兵
。
九
月
入
来
。
曾
A
口
安
差
。
整
頓
有
v
妨
。
或
臨
v
陣
難
v
列

e

或
踏
切
v
放
易
v
迷
.
皆
是
忠
v
戦

日
久
.m臼
之
令
v
然
也
。
圏
内
動
指
成
。
苦
出
味
苛
政
二
二
一分
・
之
一
.
逃
入
=
奥
地
一
所
v
遺
之
氏
。
承
=
欽
年
之
弊
一
元
-
-
自
存
之
方
一
況
軍
輿
以
来
。

運
副
縛
軍
緩
一
去
今
爾
年
少
時
不
v
息
。
元
用
之
卒
。
騒
動
一
部
内
一
待
v
救
之
慮
"
還
致

aE
害
一
管
最
上
「
上
」
郡
.
道
路
峨
絡
.
大
河
流
念
。
中

図
之
軍
。
路
必
経
v
此
。
迎
途
之
煩
不
v

可
=
勝
計
一
A
1
重
論
a

大
兵
一
締
v
討
昌
降
虜
一
周
弊
民
第
。
難
v

可
・
克
場
一
若
慰
副一
撫
部
内
之
窮
卒
一
験
副

出
奥
地
之
逃
民
一
留
畠
中
園
之
甲
由
円
一
選
a

嘗
土
之
例
兵
一
・
降
虜
難
v

反
。
不
ν
可
v

足
v

畏
。
由
v

是
降
v

賊
之
妹
。
頻
以
上
奏
。
但
臣
等
以
震
.
賊

送
尤
v

問
。
年
代
務
久
。
因
・
此
擾
乱
一
不
v

窮
・
諒
畿
一
恐
緩
禦
如
v

失
。
遁
難
不
v
絡
。
夏
畿
圏
大
軍
一
撲
滅
元
v
燈
。
閤
家
之
長
策
。
天
下
之
上
計



也
。
臣
等
不
=敢
専
決
一持
a

疑
於
俊
一
進
退
之
問
。謹

F
天
策
一
」
是
目
。
詔
ム
ヴ
-
上
野
下
野
爾
圏
在
軍
之
甲
胃
器
伎
一
留
刷付
出
須
図
A

失
。

〔・て
代
実
録
〕
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冗
慶
三
年
六
月
二
十
六
日

O
廿
六
日
乙
酉
。正
五
位
下
守
右
中
弁
粂
行
出
mm
同
一守
藤
原
朝
臣
保
則
飛
騨
奏
言
.
謹
奉
・
去
三
月
五
日

勅
符
旨
一
諸
国

軍
士
解
陣
放
却
。弁
留
E

中
園
甲
肉同一
及
置
・
嘗
図
例
兵
一
陸
奥
鎮
守
郷
軍
従
五
位
下
小
野
朝
臣
春
風
。
上
野
図
様
大
橡
従
七
位
上
商

淵
朝
臣
秋
郷
。
権
博
士
大
初
位
下
上
村
主
佐
美
行
.
検
非
違
使
従
六
位
下
多
治
異
人
多
磨
雄
.
下
野
園
前
纏
少
挨
従
七
位
上
雀
部

朝
臣
笈
世
。
様
瞥
帥
大
初
位
下
下
毛
野
朝
臣
御
安
等
.
各
押
副
領
図
兵
一
-
来
従
・
軍
放
一
今
還
向
誌
.
留
副
納
上
野
下
野
雨
園
甲
宵
器
供
一

色
目
敏
等
。頂

a

迫
言
上
一
配
副
置
蛍
図
-
例
兵
一
千
六
百
五
十
七
人
.
大
毅
一
人
。
小
毅
三
人
.
主
帳
三
人
.
校
尉
廿
人
.
放
師
鮒
人
.
火

長
六
十
人
.
列
士
入
十
人
.
銭
兵
六
百
五
十
人
.
秋
田
城
城
司
正
六
位
上
行
左
衛
門
少
尉
策
機
縁
笹
原
嘆
nm
A
ザ
望
.
右
近
衛
府

-13-

曹
従
七
位
下
粂
行
権
大
目
茨
回
連
貞
額
.
正
六
位
上
行
権
大
目
泰
海
通
奥
雄
。
校
尉
七
人
。
膝
師
十
六
人
.
火
長
廿
四
人
。列
士

三
百
三
人
.
銭
兵
四
百
五
十
人
.
加
・
兵
士
三
百
五
十
人
一
雄
勝
城
峨
司
徒
五
位
下
行
機
縁
又
室
異
人
有
房
.
正
七
位
上
行
機
縁

藤
原
朝
臣
有
式
.
正
六
位
上
行
権
大
目
他
戸
首
千
与
本
.
従
六
位
下
行
少
目
豊
凶
宿
祢
総
雄

d

校
尉
~ハ
入
。
放
師
人
人
.
火
長
十

六
人
.
列
士
二
百
廿
人
.
銭
兵
二
百
人
.
加
・
兵
士
二
百
五
十
人
一
出
mm
園
幽
詞
従
五
位
下
行
権
介
藤
原
朝
臣
続
行
.
正
六
位
上
行
橋

縁
小
野
朝
臣
泰
泉
.
大
紋
一
人
.
小
毅
三
人
.
主
帳
三
人
.
校
尉
七
人
.
放
師
十
六
人
。
火
長
廿
人
.列
士
三
百
五
十
七
人
.
兵
士
四
百
人
.

臣
保
則
等
.
行
事
相
違
@兵
威
末
v

振
.
漣
降
・
恩
詔
一
重
緩
・
征
討
一
逆
類
再
生
.
卒
民
復
v

業
。
但
臣
等
以
第
.
夷
狭
之
性
.
強
弱
難
v

測
.靭

骨
局
・
堅
億
一
タ
甘
・
重
裁
一
縦
諦
v
降
之
後
.
如
有
・
小
品
質
一
臣
等
恐
福
慮
v

存
v

園
返
陥
み
反
一
伏
望
夏
賜
・
天
使
一
後
副
笠
共
事
一
謹
以
申
聞
.
」

〔J
.
代
実
録
〕

a

て
十
六



側
元
慶
四
年
二
月
十
七
日
是
目
。
正
五
位
下
守
右
中
弁
粂
行
凶
勿
権
守
藤
原
朝
臣
一
保
則
飛
躍
奏
目
。
降
虜
所
v

進
一
掠
取
…
中
六
十
六
領
。
自
品
川
二
枚
。
大
万
凶
υ

政

鉾
一
柄
。
箭
一
十
隻
。
賊
夷
去
年
進
昌
契
獄
-日
。所

ν

港
申
出
向

J

早
迷
締
ν

進
。
而
総
み
V
年
月
一
・
禾
v
有
昌
一
返
上
一
飲
造
二
権
大
目
正
六
位
上
泰

山
陽
述
奥
雄
一
入
=
奥
地
-
所
=
勤
取
一
也
。
去
年
五
月
陸
奥
M
仏
首
脳
箪
士
敗
走
之
目
。
或
看
a

甲
由
同
一
逃
副
続
本
土
一
或
股
立
弁
山
野
一
跳
v
身
奔
鼠
.

日
疋
時
。
前
部
巧
帥
従
七
位
上
奏
忌
寸
能
仁
進
・
甲
由
同
一
百
一
十
一
賊
徒
返
副進
廿
二
一
A
1
奥
雄
助
副
収
六
十
六
領
一
一
惣
一
百
九
十
八
領
。
納
昌

秋
田
城
主
コ
え
夷
伊
賜
v

饗
之
日
。
多
以
・
他
死
亡
位
記
一
「
臼
」
自
務
=某
姓
名
一
食
v
預
=賜
誠
一
奥
雄
責
副
収
死
亡
位
記
一
百
六
枚
一

〔三
代
実
録
〕

一十
七

藤
原
保
則
伝

一
克
慶
元
年
。
任
在
右
中
弊
。
二
年
二
月
出
勿
闘
蝦
夷
反
飢
。
攻
秋
田
滅
。
減
司
良
山
今
必
念
不
能
減
守
。
勝
身
伏
窓
於
草
一
葬
之
問
。

賊
放
火
焼
滅
。
軍
資
器
械
一
時
蕩
輩
。
逆
徒
蟻
来
。
品
川
兵
圏
諸
城
成
。
固
守
藤
原
奥
世
奔
・
府
城
逃
走
。
時
魚
太
政
大
臣
昭
宣
益

-14-

第
政
。
乃
劾
陸
奥
闘
。
援
兵
三
千
人
。
起
援
出
勿
図
。
於
是
陸
奥
守
須
大
脇
盟
国
中
。
得
精
齢
制
千
人
歩
兵
二
千
人
。
業
活
鎧
甲
糧
備

者
。
他
府
高
人
。
以
大
橡
勝
原
梶
長
鴛
押
傾
使
。
令
典
出
m
m
軍
討
撃
隊
虜
。
出
m
初
橡
藤
原
宗
行
。
文
室
有
国
m。
小
野
春
泉
等
。
亦

畿
圏
中
歩
騎
二
千
徐
人
。
相
共
屯
秋
田
河
港
。

時
賊
徒
千
鈴
人
乗
糖
創
刊
腕
間
流
俄
至
。
梶
長
等
葱
・
兵
劃
戦
。
天
時
大
霧
。
四
面

【
副
四
幅
帽
】

昏
陥
。
於
是
賊
衆
歎
百
人
持
兵
欽
至
官
軍
後
。
同
曲
賞
大
門
。
奔
突
官
軍
。
官
軍
大
骸
。
狼
狽
散
走
。
賊
乗
勢
前
後
容
態
薦
。
官
軍
大

不潰
nT 0 

5会委
敷引

出
文規
室闘
有努
房師
被担
創啓長
殆男2
有 l!
小雨
野国
春偏
泉純
潜歎
伏十
死人
入量
主主
縫萩
得虜
免歎

電菅
藤;
原ノ、

梶軍
長賞
深甲
鼠宵
"l'!a 0 

問委
五歯
日 .獲

言語
賊路
去籍

を言

歩
逃
歪
陸
奥
闘
。
五
月
二
日
。
爾
岡
飛
際
忽
至
。
於
是
昭
宣
会
大
鷲
。奥
会
謀
事
。
語
云
。
東
方
之
終
累
長
者
。
会
僻
謝
一
否
。
身
醤



文
実
。
末
書
知
跨
即
時
引
弓
。
非
敢
愛
措
徴
騒
。
恐
成
朝
廷
之
恥
。
昭
宣
会
目
。
自
天
智
天
皇
時
。
藤
原
氏
代
立
勤
続
。
朝
所
傍
顔
。

方
A
1
身
非
伊
周
。
恭
婚
家
宰
。
遜
此
窓
侃
。
内
恕
外
口
。
瓜
首
何
之
儀
。
君
亦
可
悉
。
願
壷
智
談
。
勿
結
局
筋
議
。
会
目
。
必
不
得
巳
。
可

用
恐
計
者
。
葉
露
肝
臓
。
無
有
所
隠
。
恐
殿
下
不
得
能
用
之
っ
昭
宣
会
専
意
受
付
。
遂
無
他
腸
o
n
公
目
。
蝦
夷
内
附
以
来
。
欲
漸
二

百
年
。
畏
服
靭
威
。
無
有
冠
逆
。
如
問
。
秋
田
城
司
良
与
野
安
o
衆
欽
無
厭
。
徴
求
高
端
。
故
昼
怨
麓
怒
。
致
叛
逆
。
夷
穏
衆
多
。
遁

相
合
従
。賊
徒
数
首
向
。
窮
溜
死
戦
。
一
以
嘗
百
。
難
輿
守
鋒
。
如
今
之
事
者
。
錐
坂
将
軍
再
生
。
不
能
蕩
定
。
若
数
以
義
方
。
示
以

威
信
。
播
我
徳
一
音
。
綾
彼
野
心
。
不
用
尺
兵
大
冠
自
卒
。
昭
宣
後
日
。
善
o
n
公
亦
日
。
今
嘗
以
恩
信
化
協
夷
秋
。
若
郡
醜
之
中
。
猶
有

不
馴
服
者
。
必
可
以
兵
威
而
臨
之
。
前
左
近
衛
終
監
小
野
春
風
。
累
代
終
家
。
時
航
勇
超
人
。
前
年
頻
遭
議
誘
。
兎
{
自
家
居
。
願
先

令
春
風
牽
絞
衆
。
示
以
朝
廷
之
威
信
。
然
後
以
徳
招
致
。
未
歴
数
月
。
自
腹
鈎
散
。
昭
宣
会
大
憐
。
其
月
四
日
。
叙
余
録
正
五
位

に
d

下
。
郎
以
右
中
耕
粂
出
羽
川
被
守
。
擢
春
風
佐
川
鎮
守
熔
軍
従
五
位
下
。
及
陸
奥
介
従
五
位
下
坂
上
好
蔭
安
易
節
度
。
会
進
・
詔
以
後
。

数
日
進
後
。
金
夜
粂
行
。
行
跡
之
問
。
飛
務
総
念
。
奏
賊
虜
強
盛
。
官
箪
頻
敗
。
及
城
或
失
守
群
隊
陥
波
之
妹
。
時
従
騎
十
徐
人
。

皆
無
不
被
魂
傘
気
。而
会
保
特
色
不
銭
。
砂
H

無
畏
悌
之
意
。
銃
至

mmω
図
。
命
表
風
。
好
降
。
各
府
陸
奥
闘
精
騎
五
百
人
。
直
入
虜

墳
。
召
其
合
豪
。
宣
以
凶
家
之
威
信
。
先
ι品
川
版
関
王
師
楽
討
。
率
衆
宮
内
徐
人
。
遮
守
険
隆
。
恭
胤
少
遊
逃
塞
e
協
焼
夷
語
。
郎
総
甲

開
業
弓
牟
。
狗
入
虜
軍
。
具
宣
靭
命
。
皆
如
会
意
。
於
是
古
河
虜
叩
頭
奔
謝
一
京
。
異
時
秋
田
城
司
。
食
欲
は
模
様
。
銘
柄
笠
難
撲
。
若
篭
毛

不
協
英
求
者
。楚
毒
立
施
。故
不
協
苛
政
。
途
作
叛
逆
。
今
将
軍
幸
以
天
子
恩
命
・
而
詔
之
u

願
改
迷
途
向
開
幕
府
。
於
是
競
以
酒
食

候
叩
均
官
官
軍
。
其
家
五
数
十
人
。
相
率
隠
春
風
。
至
出
勿
岡
山
川
O
R

公
即
召
見
慰
撫
。
賊
亦
議
返
蹴
先
所
虜
客
之
生
口
及
軍
総
。
時
有



渠
帥
二
人
。
不
肯
締
附
o
n
公
務
諸
家
長
一
X
。
二
虜
不
来
。
於
放
心
如
何
。
豪
長
等
倶
陳
云
。
殊
自
有
談
。
頗
郎
日
重
克
暇

F

後
数
日
。

遂
斬
爾
夷
首
以
獄
之
。
一
公
印
後
使
者
。
燦
佃
除
穏
。
自
浮
鰹
至
渡
的
心
雑
栂
夷
人
。
前
代
未
曾
防
附
者
。
皆
議
内
属
。
於
是
公
俊
立

秋
問
城
。
凡
朕
昼
楼
墜
。
皆
倍
管
制
。
三
年
。
改
機
守
銭
正
守
。
右
中
耕
如
故
。
有
効
暫
留
鋲
撫
之
。
此
凶
。
民
夷
雑
居
。
田
地
膏
服
。

土
産
所
出
。
珍
貨
多
治
。
交
史
井
粂

0

・
媒
有
紀
極
。
私
増
租
税
。
恋
加
筏
賦
。
叉
続
門
子
年
来
求
善
.
烏
良
臆
者
。
狼
衆
如
雲
。
治
民

慾
朴
。
無
知
告
訴
。唯
隠
其
求
。
不
言
煩
費
。
目
。
是
陥
畝
之
民
c
皆
若
食
銭
。
都
知
狩
之
輩
多
致
宮
溢
。
後
施
以
靭
典
。
敬
一
不
百
姓
。

巌
張
憲
法
。
勿
A
T
侵
犯
。
若
官
民
有
不
法
者
。
捕
而
案
之
。
由
是
百
姓
安
緒
。
夷
道
清
卒
。
時
陸
奥
闘
夷
秋
有
訴
訟
者
。
皆
到
出
mm

国
而
取
決
。
後
一
初
在
爾
備
。
専
以
仁
恵
而
化
之
。
及
治
出
初
。
夏
以
威
殿
以
理
之
。
東
民
有
罪
。
無
有
所
出
相
。
賞
論
者
不
能
測
其

深
浅
。
四
年
四
月
。
依
官
符
入
京
。
時
在
靭
卿
相
。
皆
賀
会
動
績
。
会
僻
謝
云
。
此
皆
靭
威
之
所
致
。
非
恐
客
之
有
施
畠
。
是
時
天

F
O
 

市

i

下
皆
以
第
o
n
公
不
努
一
卒
。
卒
定
大
冠
。
朝
廷
必
営
腕
高
健
答
其
殊
勤
。
而
偏
用
益
僻
議
。
途
無
優
祭
之
制
。
叉
良
山
今
む
本
。
食
切

賊
機
。
致
此
建
飢
。
無
亦
無
慾
思
之
血
ハ

0

・
問
視
起
衆
議
多
機
昭
宣
会
賞
剖
之
柄
。
益
性
幾
静
獄
。
不
好
劇
務
。
屡
封
昭
宣
会
。
回
融
附
排

官方

延
喜
七
年
季
春
一
日
。
文
章
博
士
善
清
行
記
之
。

〔藤
原
保
則
伝
〕

mm
元
慶
五
年
三
月
二
十
六
日

O
廿
六
日
甲
成
。
先
v

是
。
出
濁
図
司
言
。
太
政
官
去
年
六
月
十
六
日
下
v

園
符
俗
。
彼
園
解
俗
。
兵
士
銭
兵
惣
一
千
六
百
五
十
入
。
銭

兵
六
百
五
十
人
。
毎
v
人
充
a

日
綬
一
升
六
合
一
或
二
城
兵
士
一
千
人
。
毎
v

人
充
a

日
緩
入
会
一
分
結
六
番
。
直
=
於
閤
府
一

而
承
前
園
真
。

以
=
健
児
-
潟
v
A
m
.

兵
士
銭
兵
元
v
鐙
二
人
一
的
令
豆
諸
郡
-
進
'
勇
敢
者
一
但
銭
兵
者
.
筈
有
a

長
上
之
祈
一
元
v
煩
=
調
練
一
兵
士
者
只
一
給
=
番



上
之
腹
一
有
v
好
=
数
習
一
由
v
是
兵
士
千
人
給
z

長
上
之
緩
一
配
副
成
一
府
二
城
一
以
傍
a

非
常
一
遠
隔
コ
一
ゲ
年
続
v
家
与
一
川
総
寸
勅

而
今
年
十
二
月
満
限
。
始
v
自
昌
明
年
-
復
v
g
筒
.
望
誇
.
重
被
v
許
=
二
ヶ
年
一

勅
蕗
二
年
一
」

感
昌
二
ヶ
年
一

〔三
代
実
録
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秋田城跡発掘調査事務所要項

I 組織規定

秋田市教育委員会事務局組織規則

第 1条

/昭和37年 5月 8日 教育規則第 3号¥
抜粋(~'l'H~-'-" ~~~::-:.."=~ ~ ~~~ .. ~;; ) 

¥改正 昭和52年11月21日第11号ノ

4.第 3条第4項に掲げる事務を分掌させるため、社会教育課に所属する機関として、秩

田城跡発掘調査事務所を置く。

第 3条

4.秋田城跡発掘調査事務所における事務分掌は、おおむね次のとおりにする。

一、史跡秋田城跡の発掘に関すること。

二、史跡秋田城跡の出土品の調査および研究に関すること。

E 発掘調査体制

1 )調査主体

秩田市教育委員会教育長佐藤博之 社会教育課長佐藤貞雄

秋田城跡発掘調査事務所

氏 名 職 名 所 属

佐々木栄孝 主 査 秋田市教育委員会事務局

小松 正 夫 主 事 /j 

菅原 俊 行 // /j 

石郷 岡 誠 一 /j // 

日 野 久 /j /j 
C ， 

柏谷光子 調査補助員
、 1 

~ 

2)調査指導機関

宮城県多賀城跡調査研究所
' 

氏家和典 所 長

桑原滋郎 研究員 1 

進 藤秩輝 技 師 ず

平川 南 /j 

高 野芳宏 // ， -， 

鎌 田俊昭 // 

古川雅清 // 
』

〆F
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